
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能

大
陽
寺
順

開

題

　
一
九
三
五
年
の
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
法
の
成
立
以
来
、
す
で
に
四
分
の
一
世
紀
の
経
験
を
へ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
制
度
的
一
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
し
て
の
失
業
保
険
ま
た
は
失
業
補
償
弩
①
目
甘
畠
旨
Φ
算
8
巨
b
窪
旨
δ
一
自
は
、
い
ま
だ
に
そ
の
目
的
や
機
能
に
つ
い
て
さ
え
、
見
解

の
一
致
を
み
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
。
時
に
応
じ
て
掲
げ
ら
れ
た
失
業
保
険
の
目
的
な
い
し
機
能
と
は
、
た
と
え
ば
、
失
業
に
よ
る
賃
金

喪
失
額
の
補
償
、
失
業
に
さ
い
し
て
の
補
償
権
利
の
確
保
、
心
理
的
な
保
障
意
識
の
育
成
、
消
費
者
購
買
力
の
維
持
、
景
気
循
環
の
緩
和
、

雇
用
安
定
性
の
促
進
、
失
業
コ
ス
ト
の
公
平
な
企
業
間
へ
の
配
分
、
労
働
の
熟
練
の
保
全
、
労
働
力
の
最
適
な
利
用
、
正
常
な
経
済
的
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
確
保
な
ど
、
種
々
の
標
語
で
表
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
重
点
的
に
整
理
す
れ
ば
、
さ
し
あ
た
り
失
業
者

の
生
活
保
障
機
能
、
景
気
変
動
の
補
整
機
能
、
企
業
の
雇
用
安
定
化
機
能
の
三
視
角
が
、
抽
出
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
視
角
、
す
な
わ
ち
失
業
補
償
の
失
業
者
個
人
な
ら
び
に
そ
の
家
族
に
た
い
す
る
生
活
保
障
の
機
能
分
析
は
、
す
で
に
本
稿
の
姉
妹
篇
を

つ
う
じ
て
考
察
を
加
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
は
右
記
の
第
二
お
よ
び
第
三
の
機
能
分
析
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
り
、
失
業
保
険
の
景

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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九
二

気
補
整
機
能
と
企
業
安
定
化
機
能
を
、
と
り
あ
え
ず
経
済
安
定
化
機
能
の
表
題
で
、
総
括
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
つ
の
拙
稿
の
視
角
差

を
平
易
に
い
い
か
え
れ
ば
、
旧
稿
が
失
業
者
家
族
の
生
活
保
障
と
い
う
個
人
的
視
角
か
ら
の
接
近
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
本
稿
は
国
民

経
済
的
視
角
な
い
し
産
業
的
視
角
か
ら
の
接
近
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
と
そ
の
姉
妹
篇
と
は
、
分
析
視
角
に
ほ
と
ん
ど
重
複
は
な

い
に
し
て
も
、
資
料
的
基
礎
な
ら
ぴ
に
叙
述
内
容
に
お
い
て
は
、
若
干
の
重
複
を
ま
ぬ
か
れ
え
な
か
っ
た
揚
合
も
あ
る
。
か
か
る
不
備
は
、

失
業
保
険
の
経
済
的
機
能
と
い
う
本
来
一
体
を
な
し
て
い
る
考
察
対
象
を
、
別
個
の
二
論
稿
に
分
割
し
た
た
め
の
所
産
で
あ
り
、
本
稿
が

独
立
し
た
体
裁
を
保
つ
意
味
で
、
止
む
を
え
ざ
る
行
論
上
の
都
合
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
了
承
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
ロ
器
巨
甘
ε
目
①
馨
8
B
b
窪
鍔
け
一
8
と
9
5
筥
覧
o
≦
一
お
馨
営
ω
偉
旨
8
①
の
表
現
は
一
般
に
無
差
別
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
初
期
に
は
「
補

　
　
償
」
の
表
現
が
つ
か
わ
れ
た
が
、
社
会
保
障
法
が
合
憲
判
決
を
う
け
て
か
ら
以
後
、
「
保
険
」
の
表
現
を
用
い
る
傾
向
も
生
じ
た
。
両
者
が
代
替
可

　
　
能
な
同
義
語
と
し
て
慣
用
さ
れ
て
い
る
実
状
に
な
ら
い
、
本
稿
で
も
両
者
を
区
別
な
し
に
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
（
R
冒
ぼ
一
ρ
臼
畦
ロ
げ
巳
一
曜

　
　
ρ
貯
臣
旨
差
一
萄
扇
帥
国
貰
一
男
O
ぽ
芦
国
8
8
巨
。
き
山
の
8
巨
留
。
貰
一
蔓
1
ぎ
窪
。
騨
区
ギ
貯
緯
。
箒
碧
ω
貰
。
。
Q
諸
鋒
臣
け
国
8
－

　
　
け
o
目
一
〇
ぼ
の
8
畦
一
蔓
｝
客
＜
■
闇
一
〇
鴇
”
り
一
〇
〇
弥
）

　
（
2
）
空
。
冨
＆
》
冒
ω
け
8
↓
げ
。
国
8
8
巨
8
。
出
o
目
昌
も
一
〇
琉
日
。
馨
0
8
も
9
漿
一
・
p
即
ぼ
8
8
p
一
8
ρ
サ
斜
ン
毒
萄
目
田
暮
①
円
簿

　
　
≦
ま
ξ
い
0
9
①
p
望
。
巨
の
①
。
巨
蔓
ー
埠
。
o
q
婁
昼
汐
。
諾
①
唐
ω
』
巳
ぎ
一
一
。
一
8
頃
8
・
薯
・
・
9
一
8
。
も
や
N
呂
～
♪
曽
。
乙
，

　
（
3
）
　
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
生
活
保
障
機
能
」
、
大
林
良
一
博
士
退
官
記
念
「
保
険
学
論
集
」
、
一
九
六
五
年
、
所
収
。

二
　
失
業
保
険
給
付
支
出
の
景
気
補
整
機
能



』
一
九
五
〇
年
代
よ
り
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
巨
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
あ
た
え
つ
つ
あ
る
も
の
は
、
数
次
の
リ
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
経
過
す
る
に
つ
れ
て
逓
増
し
て
い
く
高
率
失
業
の
累
積
で
あ
る
。
試
み
に
全
国
平
均
失
業
率
を
景
気
波
動
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た

年
度
ご
と
に
例
示
す
れ
ば
、
景
気
後
退
期
に
あ
た
る
一
九
四
九
年
の
五
・
九
％
、
一
九
五
四
年
の
五
・
六
％
、
一
九
五
八
年
の
六
・
八
％
、

一
九
六
一
年
の
六
．
七
％
と
い
う
具
合
に
、
景
気
変
動
を
く
り
か
え
す
．
こ
と
に
不
況
年
度
の
失
業
率
が
五
％
台
か
ら
六
％
台
へ
と
累
増
し

つ
つ
あ
り
、
逆
に
景
気
上
昇
期
を
た
ど
っ
て
も
、
一
九
五
三
年
に
は
二
・
九
％
、
一
九
五
七
年
に
は
四
・
三
％
、
一
九
六
〇
年
に
は
五
・

六
％
、
一
九
六
二
年
に
は
五
・
六
％
と
、
好
況
年
度
の
失
業
率
も
約
三
％
か
ら
五
％
台
へ
増
大
し
、
し
か
も
景
気
の
波
を
経
る
に
つ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ブ
ー
ム
の
さ
い
に
も
失
業
率
が
旧
水
準
へ
復
帰
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
か
か
る
高
率
失
業
の
停
滞
傾
向
は
、
戦
後
数
次
の
景
気
循
環
を
反

覆
す
る
う
ち
に
、
ア
メ
リ
カ
の
景
気
的
失
業
が
そ
の
深
刻
度
を
高
め
つ
つ
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
た
ん
な
る
景
気
的
失
業
を
こ
え
て
構

　
　
　
　
　
ズ

造
的
な
様
相
を
も
加
味
し
、
と
く
に
一
九
五
〇
年
代
中
葉
か
ら
本
格
化
し
た
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
噂
技
術
的
失
業
の
衝
撃
を
、
内
蔵
し
は

じ
め
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
さ
し
あ
た
り
、
こ
の
景
気
的
失
業
の
累
進
的
生
産
傾
向
を
前
提
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
が
ど
の

程
度
景
気
的
失
業
へ
の
対
応
策
の
意
義
を
も
ち
、
景
気
変
動
そ
の
も
の
へ
の
経
済
的
補
整
作
用
を
は
た
し
う
る
か
、
を
検
討
す
る
こ
と
に

進
も
う
。
当
面
の
課
題
は
、
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
の
失
業
保
険
制
度
が
、
ハ
ン
セ
ン
流
の
補
整
的
財
政
政
策
と
同
様
の
経
済
的

機
能
を
は
た
し
う
る
か
、
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
制
度
自
体
に
経
済
変
動
を
自
動
的
に
安
定
化
す
る
ビ
ル
ト
・
イ
ン
・
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー

げ
巳
串
冒
ω
鼠
三
一
ぽ
R
と
し
て
の
機
能
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
、
の
再
吟
味
で
あ
ろ
。
失
業
保
険
の
自
動
安
定
装
置
と
し
て
の
機
能
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

析
に
は
近
代
経
済
学
か
ら
の
純
粋
理
論
的
接
近
が
基
礎
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
実
証
的
な
資
料
と
統

計
の
算
術
的
操
作
に
よ
っ
て
、
右
の
課
題
に
接
近
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
q
，
¢
野
㎏
①
雲
。
h
浮
Φ
o
の
一
・
霧
あ
翼
蓋
B
一
＞
げ
ω
鼠
g
9
跨
①
q
・
ω
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
α
い
騎
や
N
一
〇
｝
ド
O
ひ
ρ
や
8
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
林
栄
夫
「
ピ
ル
ト
・
イ
ン
・
ス
タ
ピ
ラ
イ
ザ
ー
」
一
九
六
〇
年
、
第
二
章
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
、
失
業
保
険
給
付
支
出
と
失
業
補
償
税
収
入
と
の
戦
後
に
お
け
る
変
動
情

支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
収
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況
を
、
第
一
表
に
よ
っ
て
概
観
す
れ
ば
、
好
況
期
の
一
九
四
八
、
一
九
五
三
、
一

険
2

　
保
9
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
七
、
一
九
六
〇
、
一
九
六
二
の
各
年
に
は
、
失
業
減
少
に
よ
る
給
付
支
出
の

潜
　
　
　
　
　
削
減
と
雇
用
媚
に
応
菱
業
補
償
税
収
入
の
増
奮
た
t
失
業
信
託

　
　
　

　
表
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
金
に
余
剰
が
追
加
さ
れ
て
い
く
の
に
た
い
し
て
、
逆
に
不
況
期
を
反
映
す
る
一

　
　
　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
九
、
一
九
五
四
、
一
九
五
八
、
一
九
六
一
の
各
年
に
は
、
失
業
増
加
と
雇
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減
少
に
対
応
し
て
、
失
業
保
険
収
支
は
赤
字
と
な
り
、
蓄
積
基
金
が
取
り
く
ず
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
景
気
循
環
相
殺
的
作
用
は
二
重
の
意
味
を
も
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ
ち
、
好
況
期
に
お
け
る
失
業
保
険
の
黒
字
財
政
は
、
移
転
所
得
支
出
の
削

減
と
補
償
税
収
入
の
拡
大
に
よ
り
、
有
効
需
要
増
大
の
振
幅
を
緩
和
し
、
イ
ン
フ
レ
の
過
熱
化
を
調
整
す
る
と
と
も
に
、
不
況
期
に
お
け

る
そ
の
赤
字
財
政
は
、
移
転
所
得
の
増
大
と
税
収
入
の
減
少
を
つ
う
じ
て
、
有
効
需
要
の
補
給
と
デ
フ
レ
の
予
防
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
の
数
字
は
、
景
気
的
失
業
の
累
積
に
対
応
し
て
、
失
業
保
険
支
出
が
好
景
気
の
も
と
で
も
消
費
刺
戟
的

傾
向
を
つ
よ
め
つ
つ
あ
る
こ
と
も
、
給
付
対
拠
出
比
率
の
動
向
か
ら
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
失
業
補
償
税
額
は
貯
蓄
と
消
費
の
一
部
か
ら
ま

年度 給　　付 拠　　出 給付／拠出 失業基金

百万ドル 百万ドル ％ 百万ドル
1940 615 861 71．4 1，805

1948 852 989 86．1 7，572

1949 1ン762 998 176．5 6，954

1953 970 1，350 71．8 8，892

1954 2，032 1，200 169．3 8，258

1957 1，734 17544 112．3 8，662

1958 3，513

1
4
7
1
　
， 2388 6，953

1960 2，727

2
2
8
9
　
） 119．1 6，643

1961
3
4
2
3
　
’ 2，450 1397 5802

1962 2，675 2，952 90．6 6，273



か
な
わ
れ
る
の
に
た
い
し
て
、
失
業
補
償
支
出
額
は
全
額
が
消
費
的
な
性
格
を
と
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
給
付
対
拠
出
比
率
が
一
〇
〇
の
揚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

合
で
も
、
失
業
保
険
は
消
費
刺
戟
的
効
果
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
消
費
に
中
立
的
た
ら
ん
と
す
る
揚
合
に
は
、
お
そ
ら
く
右
の
比

率
が
九
〇
台
か
八
O
台
の
数
字
を
と
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
の
失
業
保
険
収
支
の
歩
み
は
、
ク
リ

ー
ピ
ン
グ
・
イ
ン
フ
レ
論
の
一
背
景
を
な
す
と
と
も
に
、
純
粋
の
ビ
ル
ト
・
イ
ン
・
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
様
相
を
若
干
変
容
し
て

い
る
と
も
み
ら
れ
よ
う
が
、
や
は
り
好
況
期
お
よ
ぴ
不
況
期
に
お
け
る
保
険
財
政
収
支
の
増
減
傾
向
は
、
基
本
的
に
景
気
補
整
的
な
方
向

に
沿
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
一
般
的
な
規
定
と
し
て
、
失
業
補
償
制
度
に
は
本
来
、
積
極
的
政
策
を
人
為
的
に

採
用
し
な
く
て
も
、
景
気
変
動
に
と
も
な
う
有
効
需
要
と
所
得
の
変
動
幅
を
縮
小
し
、
財
政
の
不
安
定
化
に
よ
っ
て
経
済
の
安
定
化
を
も

た
ら
す
と
い
う
効
果
や
機
能
が
、
自
動
的
に
内
包
さ
れ
て
い
る
、
と
判
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
失
業
保
険
制
度
ば
か
り
で

な
く
、
他
の
社
会
保
障
制
度
を
も
つ
つ
ん
で
、
さ
ら
に
は
各
種
租
税
や
農
産
物
価
格
支
持
制
度
な
ど
を
ふ
く
め
て
、
ピ
ル
ト
・
イ
ン
・
ス

タ
ビ
ラ
イ
ザ
i
（
自
動
安
定
装
置
）
論
が
、
理
論
的
・
実
践
的
な
関
心
を
た
か
め
つ
つ
あ
る
所
以
は
、
右
の
ご
と
き
一
連
の
事
実
か
ら
推

測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
一
九
五
七
－
六
二
年
に
つ
い
て
は
、
d
，
ω
」
W
ξ
9
β
9
9
0
0
窪
の
5
㌧
o
つ
9
～
一
8
甜
や
S
O
。
を
、
ま
た
一
九
四
〇
1
五
四
年
に
つ
い

　
　
て
は
、
ω
0
9
巴
の
9
β
ユ
け
鴇
＞
q
彗
ぎ
一
曾
β
け
δ
P
の
0
9
巴
の
8
β
ユ
蔓
切
β
一
一
①
江
P
》
ロ
昌
ロ
巴
ω
5
江
馨
8
巳
ω
β
℃
覧
①
ヨ
Φ
導
｝
む
O
ρ
℃
や
o
o
～
P
を

　
　
参
照
。

　
（
4
）
　
林
栄
夫
、
前
掲
書
、
一
〇
三
－
四
ペ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
失
業
保
険
の
自
動
的
な
景
気
補
整
量
が
、
国
民
総
生
産
の
振
幅
と
比
較
し
て
ど
の
程
度
の
大
き
さ
か
は
、
第
二
表
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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第2表失業保険の景気循環別振幅
　　　　　1948－1961

収支別と
気循環

変　　動　　量 GNP変動との比

山から谷へ
谷から回
へ
山から谷へ 谷から回

へ

失業補償支出

1948－50

1953－55

1957－59

1960－61

十億ドル

　1．0

　1．4

　1．4

　1．4

十億ドル

ー0．2

－0．9

－1．1

－0．6

　％

0．5

4．1

．1

5
．
0

　％

．1

．6

．0

．4

量動変

％％

1．0

1．3

2．0

2．5

1
．
3

1
．
4

2．2
6
，
1

　　　　　　　十億ドル　十億ドル
雇用税収入
　1948一一50　　　　　　－0．1　　　　　　　0．2

　1953－55　　　　　　－0，1　　　　　　　0．5

　1957－59　　　　　　－0，3　　　　　　　1．1

　1960－61　　　　　　－0．3　　　　　　　1．0

的
に
促
進
さ
れ
た
数
字
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

景
気
循
環
の
ピ
ー
ク
・
谷
間
・
回
復
に
対
応
す
る
四
半
期
．
こ
と
、

り
第
二
表
で
は
、
雇
用
税
全
体
の
景
気
振
幅
性
を
指
摘
し
う
る
に
止
ま
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

失
業
補
償
の
給
付
支
出
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
は
戦
後
の
主
要
な
景
気
変

動
に
さ
い
し
て
、
景
気
下
降
期
に
は
増
大
、
景
気
上
昇
期
に
は
減
少
の

傾
向
を
た
ど
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
国
民
総
生
産
な
い
し
総
所
得
の
変
動

量
と
対
比
す
れ
ば
、
と
く
に
景
気
下
降
期
に
お
け
る
有
効
需
要
の
補
給

的
役
割
を
示
す
失
業
保
険
給
付
支
出
の
変
動
幅
は
、
か
な
り
の
効
果
を

評
価
し
う
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
一
九
五
八
年
と
一
九
六
一
年

の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
失
業
補
償
支
出
の
増
大
幅
は
、
二
つ
の
暫

定
的
な
連
邦
法
、
す
な
わ
ち
一
九
五
八
年
の
臨
時
失
業
補
償
法
↓
o
日
－

宕
声
曙
d
岩
日
覧
ξ
ヨ
。
暮
O
o
目
需
塁
暮
δ
昌
卜
9
と
一
九
六
一
年
の

臨
時
緊
急
失
業
補
償
法
凝
ヨ
零
β
曙
国
B
o
お
窪
身
o
諾
日
覧
○
で

巨
①
暮
O
o
旨
需
霧
暮
一
8
》
。
δ
の
発
動
に
よ
り
、
州
営
失
業
保
険
の
支

給
期
間
の
五
〇
％
延
長
を
、
連
邦
財
政
の
動
員
を
つ
う
じ
て
補
完
し
た

結
果
も
、
部
分
的
に
反
映
し
て
お
り
、
自
動
安
定
装
置
の
効
果
が
人
為

。
つ
ぎ
に
、
失
業
補
償
税
収
入
の
面
に
お
け
る
景
気
感
応
性
と
し
て
は
、

あ
る
い
は
毎
月
．
ご
と
の
資
料
入
手
に
制
約
が
あ
っ
た
た
め
、
さ
し
あ
た

　
　
　
　
　
　
雇
用
税
国
目
覧
亀
巨
①
旨
↓
貧
に
は
雇
主
単
独
負
担
の



失
業
補
償
税
な
い
し
賃
金
支
払
税
b
錯
8
旨
の
貨
の
ほ
か
に
、
老
齢
・
遺
族
．
艘
疾
保
険
〇
一
阜
》
鴨
・
ω
瑛
≦
ぎ
β
巷
q
巨
墨
菖
浮
圃

冒
ω
霞
き
8
に
お
け
る
労
資
共
同
負
担
の
雇
用
税
と
個
人
事
業
主
の
自
営
業
務
税
、
鉄
道
従
業
員
に
た
い
す
る
退
職
保
険
税
や
失
業
保
険

税
の
ご
と
き
も
の
が
包
含
さ
れ
て
お
り
、
右
表
の
数
字
も
、
当
面
の
州
営
失
業
保
険
の
税
収
入
変
動
量
を
、
純
粋
に
検
討
す
る
意
味
を
も

ち
え
ぬ
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
一
応
社
会
保
障
制
度
関
係
の
主
要
税
収
入
の
総
括
的
な
景
気
変
動
相
殺
性
を
、
大
局
的
に
展
望
す
る

意
義
は
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
失
業
保
険
財
政
収
支
の
景
気
循
環
に
と
も
な
う
伸
縮
性
は
、
も
と
よ
り
こ
の
自
動
安
定
装

置
だ
け
を
き
り
は
な
し
て
問
題
視
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
経
済
安
定
化
効
果
も
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
規
模
に
止
ま
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、

他
の
自
動
安
定
装
置
、
た
と
え
ば
法
人
税
・
消
費
税
・
所
得
税
な
ど
と
合
算
し
た
総
変
動
量
を
、
国
民
総
生
産
な
い
し
総
所
得
の
変
動
量

と
対
比
す
れ
ば
、
戦
後
四
回
に
わ
た
る
景
気
変
動
に
さ
い
し
て
、
ピ
ー
ク
か
ら
谷
間
へ
の
下
降
期
に
は
、
G
N
P
変
動
量
の
三
九
．
四
％

か
ら
一
ニ
ニ
・
二
％
に
お
よ
ぶ
補
整
機
能
を
は
た
し
、
景
気
の
谷
間
か
ら
回
復
ま
で
の
上
昇
期
に
は
、
同
じ
く
二
六
．
一
％
よ
り
三
三
．
九
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
達
す
る
景
気
調
整
の
効
果
を
も
っ
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　
（
5
）
差
浮
＆
富
註
ω
㌔
a
曾
即
一
浮
。
巴
b
。
一
尊
言
昌
。
b
8
薯
曾
幻
。
8
邑
。
昼
≦
器
げ
ぎ
α
Q
け
。
p
ま
N
も
ウ
。
ρ
舞
ひ
。
・

　
（
6
）
一
σ
一
ρ
や
い
ρ

　
つ
ぎ
に
、
失
業
補
償
収
支
の
概
観
的
な
景
気
感
応
性
の
解
明
よ
り
、
す
す
ん
で
そ
の
収
支
両
面
の
性
質
と
規
模
に
か
ん
す
る
局
部
的
な

数
量
分
析
に
立
ち
入
ろ
う
。
ま
ず
、
失
業
保
険
の
給
付
支
出
か
ら
出
発
し
、
景
気
的
失
業
者
に
た
い
す
る
所
得
喪
失
額
の
補
償
効
果
、
あ

る
い
は
全
国
的
・
地
域
的
な
購
買
力
維
持
効
果
を
、
他
の
経
済
的
諸
指
標
と
個
別
的
に
比
較
考
量
し
な
が
ら
、
数
量
的
に
判
定
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
し
た
い
。
第
三
表
は
総
労
働
所
得
・
総
消
費
支
出
・
総
可
処
分
所
得
に
対
比
し
た
失
業
補
償
総
支
出
の
比
率
を
示
す
。
こ
こ
で
は
、
失

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
保
険
給
付
総
額
が
不
況
期
を
反
映
す
る
一
九
五
〇
、
五
四
、
五
八
年
に
増
大
し
、
し
か
も
こ

　
業
o

　
失
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
〇
年
間
に
相
対
的
な
比
重
を
漸
増
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
明
白
で
あ
る
が
、
同
時
に
失
業
補

　
る
5
0

　
す
1
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
償
支
出
は
所
得
や
消
費
支
出
に
く
ら
べ
れ
ば
、
好
況
・
不
況
期
を
つ
う
じ
て
一
％
内
外
に
達
す

　
対
　
に
比
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
失
業
保
険
の
給
付
支
払
総
額
は
前
掲
の
第
一
表
の
ご
と
く
、

　
費
の

　
消
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
〇
年
の
約
六
億
ド
ル
よ
り
一
九
五
〇
年
代
末
の
三
〇
億
ド
ル
前
後
に
ま
で
、
増
大
傾
向

　
と
支

　
得
償
　
　
　
　
　
　
　
　
を
た
ど
っ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
所
得
・
消
費
水
準
の
高
騰
に
比
較
す
る
と
、
不
況
期
で
も
そ
の

　
所
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
％
余
り
の
規
模
に
到
達
す
る
だ
け
な
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
失
業
保
険
給
付
総
額
が
、

　
表
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
景
気
的
失
業
に
よ
る
個
人
所
得
喪
失
総
額
を
、
ど
れ
ほ
ど
補
償
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
い
え

　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
、
一
九
四
九
ー
五
〇
年
の
不
況
期
に
は
所
得
喪
失
額
の
二
〇
％
か
ら
二
五
％
、
一
九
六
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

に
は
、
そ
の
一
八
％
か
ら
二
九
％
（
半
失
業
者
の
所
得
喪
失
額
を
ふ
く
め
れ
ば
一
二
％
よ
り
二
二
％
）
と
推
計
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。

こ
の
所
得
喪
失
額
の
算
出
に
あ
た
っ
て
は
、
失
業
に
よ
る
賃
金
喪
失
額
の
ほ
か
に
、
企
業
内
福
利
施
設
や
付
加
給
付
臨
ユ
お
①
冨
話
津
の

喪
失
額
を
加
算
し
、
逆
に
失
業
保
険
受
給
者
の
所
得
税
・
社
会
保
障
税
の
免
税
額
を
差
し
引
く
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
両
者
の
推
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

額
は
ほ
ぼ
相
殺
さ
れ
、
右
記
の
所
得
喪
失
額
の
補
償
比
率
も
、
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
失
業
補
償
の
給

付
総
額
で
は
な
く
て
、
そ
の
給
付
単
価
を
吟
味
し
て
も
、
こ
の
制
度
の
購
買
力
補
給
的
効
果
は
限
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
失
業
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

の
週
給
付
平
均
単
価
は
第
四
表
の
よ
う
に
上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
を
と
り
あ
え
ず
製
造
工
業
の
週
賃
金
平
均
額
と
比
較

す
れ
ば
、
初
期
の
各
州
失
業
保
険
立
法
以
来
、
給
付
水
準
は
賃
金
水
準
の
平
均
五
〇
％
を
目
標
に
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
給
付
の

　
4

年度 労働所得 消費支出 可処分所得

％ ％ ％
1950 0．98 0．75 0．71

1953 0．51 0．45 0．42

1954 1．08 0．96 0．89

1957 0．77 0．67 0．62

1958 1．56 1．33 1．22

1960 1．07 O．92 0．85



第4表失業補償給付の週単価
　　　　　1940－62

（
－
o
）

（
1
1
）

年度 週給付 週賃金 対賃金比
ドノレ ドノレ ％

1940 10．56 24．96 42．3

1945 18．77 44．20 42．5

1950 2076 58．32 35．4

1955 25．08 75．70 33．1

1957 28．21 81．59 34．6

1958 30．58 82．71 36．9

1960 32．87 89．72 36．6

1961 33．80 92．34 36．6

1962 34．56 96．56 35．8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
昇
が
賃
金
の
騰
貴
に
追
い
つ
か
ぬ
結
果
、
右
の
比
率
は
四
〇
％
台
か
ら
三
〇
％
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
低
落
し
て
く
る
始
末
で
あ
っ
た
。
か
か
る
失
業
保
険
の
給
付
総
額
や
給
付
単
価
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
低
水
準
へ
の
停
滞
は
、
景
気
的
失
業
の
高
率
化
に
と
も
な
っ
て
、
こ
の
制
度
の
め
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
失
業
者
の
生
活
保
障
機
能
を
疑
問
視
さ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
景
気
調
整
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
を
も
極
度
に
控
え
目
な
規
模
に
止
め
つ
つ
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
匹
畠
匿
距
い
婁
①
サ
自
①
国
。
9
。
巨
8
。
出
浮
。
暑
一
・
着
。
馨
0
9
β
℃
。
塗
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
o
P
b
ユ
目
8
8
♪
這
＄
植
や
二
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
三
差
弩
浮
げ
①
『
欝
三
一
げ
・
こ
る
9
①
p
ω
。
。
巨
ω
。
。
弩
ξ
1
即
。
の
揖
屋
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
。
げ
一
。
暴
る
呂
b
・
一
§
①
の
”
国
§
霜
。
。
9
一
。
ひ
。
も
田
。
。
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
ピ
舞
9
0
や
鼻
■
も
」
ω
q
■

H
げ
置
‘
b
サ
昌
～
一
9

0
■
¢
国
瑳
臼
β
9
昌
①
O
①
霧
霧
》
O
や
9
f
一
8
P
や
鵠
9
這
9
”
℃
や
b
。
O
P
舘
O
。
。
よ
り
合
成
の
上
算
出
。

　
で
は
、
失
業
保
険
給
付
支
出
が
自
動
安
定
装
置
と
し
て
の
機
能
を
内
蔵
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
と
く
に
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
有
効

需
要
の
安
定
化
と
い
う
現
段
階
の
必
須
の
要
請
か
ら
み
て
、
限
定
さ
れ
た
効
果
し
か
も
ち
え
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
所
在

し
、
ま
た
そ
の
機
能
拡
大
に
は
ど
の
よ
う
な
制
度
的
不
備
を
克
服
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
失
業
保
険
給
付
額
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
要
因

は
、
給
付
単
価
・
支
給
期
間
・
受
給
者
数
の
三
者
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
と
制
度
的
適
否
が
こ
こ
で
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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一
〇
〇

の
給
付
単
価
は
前
掲
の
第
四
表
が
物
語
る
よ
う
に
、
景
気
変
動
と
は
無
関
係
に
一
貫
し
て
上
昇
傾
向
を
た
ど
り
、
景
気
循
環
に
対
応
す
る

自
動
伸
縮
性
を
欠
い
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
の
賃
金
単
価
あ
た
り
の
相
対
的
水
準
の
低
下
も
、
有
効
需
要
維
持
的
な
効
果
を
弱
め
つ
つ
あ

る
。
給
付
水
準
の
か
か
る
不
適
正
を
発
生
せ
し
め
た
制
度
的
原
因
は
、
主
と
し
て
各
州
法
の
定
め
る
最
育
同
給
付
単
価
の
規
定
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

一
九
六
〇
年
代
は
じ
め
の
各
州
に
お
け
る
週
最
高
給
付
単
価
は
、
二
六
ド
ル
よ
り
五
五
ド
ル
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
失
業
保
険
適
用
業
種

の
週
賃
金
平
均
額
は
約
九
〇
ド
ル
で
あ
る
か
ぎ
り
、
平
均
水
準
以
上
の
賃
金
所
得
者
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
州
で
賃
金
の
五
〇
％
に
あ
た
る

保
険
給
付
を
う
け
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
週
給
付
平
均
単
価
が
ほ
ぽ
三
〇
ド
ル
で
あ
る
か
ら
、
週
賃
金
六
〇
ド
ル
以

上
の
労
働
者
が
失
業
す
れ
ば
、
す
べ
て
マ
キ
シ
マ
ム
の
給
付
を
え
る
こ
と
に
な
る
。
現
に
一
九
五
八
年
の
失
業
保
険
受
給
申
請
者
の
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
お
ロ

三
％
は
、
最
高
給
付
額
を
う
け
る
受
給
資
格
を
も
っ
て
い
た
。
最
高
給
付
単
価
が
賃
金
騰
貴
に
応
じ
て
自
動
的
に
増
大
す
る
原
則
を
と
る

の
は
、
わ
ず
か
に
四
州
の
み
で
あ
り
、
大
多
数
の
州
で
は
賃
金
上
昇
に
比
し
て
最
高
給
付
単
価
の
改
訂
が
お
く
れ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九

三
九
年
に
は
マ
キ
シ
マ
ム
給
付
単
価
が
平
均
賃
金
額
の
五
〇
％
以
上
に
規
定
さ
れ
て
い
る
州
は
、
四
八
州
の
う
ち
四
七
州
に
及
ん
だ
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ロ

た
い
し
て
・
一
九
五
八
年
に
は
こ
れ
が
五
一
州
中
で
七
州
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。
失
業
保
険
の
給
付
改
善
を
さ
ま
た
げ
る
主
因
は
、

か
か
る
最
高
給
付
単
価
の
非
弾
力
的
な
固
定
化
で
あ
っ
た
。
既
述
の
よ
う
な
喪
失
所
得
額
と
就
業
時
賃
金
に
対
す
る
補
償
率
の
低
位
性
は
、

次
節
で
検
討
す
る
失
業
補
償
の
財
源
調
達
方
式
に
も
起
因
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
財
政
支
出
面
に
お
け
る
マ
キ
シ
マ
ム
給
付
単
価
の
頭
打

ち
を
除
去
す
る
だ
け
で
、
か
な
り
の
程
度
克
服
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。

　
（
B
）
・
耳
一
巴
’
ω
。
算
蔚
”
負
臣
。
ω
8
巨
ω
①
・
巨
蔓
ぎ
窓
巳
β
浮
①
o
・
9
客
メ
ま
ω
も
・
。
。
ひ
．

　
（
1
3
）
　
び
Φ
ω
8
J
O
や
o
津
ご
や
O
ρ



　
（
舛
）
　
国
卑
げ
震
爵
O
O
富
P
O
や
9
f
づ
や
N
ホ
”
N
＄
，

　
失
業
保
険
給
付
額
を
規
定
す
る
第
二
の
要
因
は
、
そ
の
支
給
期
間
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
い
た
る
高
率
失
業
の
累

積
傾
向
は
、
同
時
に
長
期
的
失
業
の
増
大
傾
向
で
も
あ
っ
た
。
戦
後
数
次
の
景
気
後
退
期
に
お
け
る
失
業
の
長
期
化
の
趨
勢
を
例
示
す
る

（
1
5
）
と
、
平
均
失
業
期
間
は
一
九
四
九
年
の
一
〇
・
○
週
、
一
九
五
四
年
の
一
丁
七
週
、
一
九
五
八
年
の
二
子
八
週
、
一
九
六
一
年
の
一
五
・

五
週
と
逓
増
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
全
失
業
者
の
失
業
期
間
別
分
布
か
ら
い
っ
て
も
、
失
業
保
険
の
受
給
資
格
を
途
中
で
中
絶
さ
れ
る
べ
き

二
七
週
間
以
上
の
長
期
的
失
業
者
は
、
一
九
四
九
年
に
は
失
業
者
全
体
の
七
・
O
％
、
一
九
五
四
年
に
は
八
・
九
％
一
九
五
八
年
に
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
・
二
％
、
一
九
六
一
年
に
は
一
六
・
七
％
と
い
う
具
合
に
、
分
布
率
を
一
貫
し
て

　
者
山
口
同
め
て
き
た
。
各
州
の
失
業
保
険
法
の
規
定
す
る
法
定
支
給
期
間
も
、
一
九
五
八

　
絶
年
初
頭
に
は
二
九
州
が
二
六
週
間
、
二
〇
州
が
二
五
－
一
六
週
間
・
二
州
が
二

　
中
　
給
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
・
五
－
三
〇
週
間
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
に
は
三
二
州
が
二
六
週
間
・
一

　
受
　
と
6
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
州
が
二
五
－
一
八
週
間
、
九
州
が
二
八
ー
三
九
週
間
と
、
漸
進
的
延
長
を
と
げ

　
間
一

　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弼
）

　
期
9
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
き
た
。
こ
の
法
定
支
給
期
間
の
延
長
は
、
景
気
循
環
を
く
り
か
え
す
た
ぴ
に
長

　
給
－
　
受
期
的
失
業
が
深
刻
度
を
増
し
つ
つ
あ
る
現
況
の
反
映
で
あ
り
、
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

　
表
お
け
る
景
気
補
整
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
も
の
で
も
あ
っ
た
が
、
法
定

　
さ　
第
支
給
期
間
そ
れ
自
体
は
景
気
変
動
に
は
非
感
応
的
な
動
き
を
た
ど
っ
て
き
た
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
く
に
そ
れ
は
最
高
支
給
期
間
と
し
て
の
非
伸
縮
性
を
ま
ぬ
か
れ
え
な
い
た
め
に
、

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一

平均受給期間
中絶者／

年　　度
全受給者

受納中
者
全受給者

週 週 ％
1952飼53 10．2 19．3 18．8

1953～54 11．0 19．1 22．3

1954～55 13．6 20．6 29．4

1955～56 11．6 19．9 23．0

1956～57 11．6 20．1 22．0

1957解58 12．8 20．9 25．7

1958～59 15．4 22．1 34．7

1959～60 12．5 21．3 25．1
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一
〇
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

景
気
的
失
業
の
長
期
的
停
滞
化
に
た
い
し
て
、
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
喪
失
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
第
五
表
は
現
実
に
支
払
わ
れ
た
保

険
給
付
の
受
給
期
間
と
、
法
定
支
給
期
間
を
経
過
し
て
受
給
資
楕
を
中
絶
さ
れ
た
長
期
的
失
業
者
の
比
重
を
示
す
。
ほ
ぽ
一
九
週
か
ら
二

二
週
く
ら
い
の
受
給
期
間
を
終
了
し
て
も
、
な
お
長
期
的
失
業
の
泥
沼
か
ら
脱
出
で
き
な
い
受
給
中
絶
者
が
、
全
受
給
者
中
で
占
め
る
比

率
は
逓
増
す
る
と
と
も
に
、
と
く
に
一
九
五
四
年
と
五
八
年
の
景
気
後
退
期
の
影
響
は
、
や
は
り
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
九
五
八
年
と
一
九
六
一
年
の
不
況
は
州
営
失
業
保
険
の
支
給
期
間
に
決
定
的
な
試
練
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
り
、
前
記
の
再
度
に
わ
た

る
緊
急
連
邦
法
に
よ
っ
て
、
連
邦
財
政
の
直
接
的
投
入
に
よ
る
受
給
中
絶
者
の
救
済
が
は
か
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
二
年

間
の
時
限
立
法
で
は
あ
っ
た
が
、
州
営
失
業
保
険
の
支
給
期
間
延
長
の
た
め
に
、
一
九
五
八
年
法
は
国
庫
か
ら
州
に
た
い
す
る
無
利
子
の

貸
付
け
、
一
九
六
一
年
法
は
連
邦
失
業
補
償
税
率
の
三
・
一
％
よ
り
三
・
五
％
へ
（
国
庫
収
入
は
O
・
四
％
よ
り
O
・
八
％
へ
）
の
引
上

げ
、
と
い
う
臨
時
措
置
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
5
）
　
φ
・
ψ
b
ξ
霧
ロ
9
＆
①
O
虫
拐
仁
即
O
や
9
f
一
8
ρ
や
8
9
一
8
ρ
や
8
ト
よ
り
合
成
の
上
算
出
。

　
（
1
6
）
　
O
，
ψ
切
目
①
豊
o
出
曽
・
も
一
〇
賓
コ
一
〇
箕
o
o
①
2
ユ
蔓
闇
O
o
巨
鵠
蔚
目
o
隔
ω
5
審
q
一
一
9
も
一
昌
ヨ
o
旨
ぎ
。
。
自
器
8
U
陣
名
の
器
o
h
冒
目
缶
曙

　
　
一
”
一
〇
U
o
o
”
≦
器
匡
昌
α
q
ε
P
一
〇
U
o
o
”
や
試
，
の
o
げ
o
洋
鼠
昌
ρ
o
b
■
9
け
こ
や
o
o
9

　
（
1
7
）
q
■
o
Q
。
u
。
短
旨
昌
Φ
旨
9
審
び
o
サ
≧
巨
猛
一
国
Φ
竃
苫
国
の
8
一
K
①
舘
一
8
ρ
≦
霧
匡
昌
讐
8
一
8
ρ
や
旨
ひ
・

　
失
業
補
償
支
出
の
規
模
を
決
定
す
ぺ
き
第
三
の
要
因
は
、
受
給
者
数
で
あ
る
。
こ
の
要
因
の
変
動
は
景
気
循
環
に
き
わ
め
て
感
応
的
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

あ
り
、
し
か
も
受
給
資
格
者
の
範
囲
拡
大
は
景
気
補
整
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
を
強
化
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
第

（
1
8
）

六
表
の
よ
う
に
被
保
険
者
の
失
業
率
が
全
労
働
者
の
そ
れ
よ
り
低
率
で
あ
る
こ
と
は
、
景
気
変
動
過
程
に
お
け
る
受
給
者
数
の
振
幅
が
、



第6表　被保険者の失

　　　　業率　1940－60
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
労
働
者
の
雇
用
・
失
業
の
増
減
幅
よ
り
も
小
さ
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
っ
て
そ
の
景
気
循
環
相
殺
性
も
若
干
割
り
引
か
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
給
者
数
を
制
度
的
に
枠
づ
け
る
適
用
範
囲
な
ら
ぴ
に
受
給
資
格
の
規
定
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
景
気
補
整
的
効
果
を
削
減
す
る
問
題
点
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
失
業
保
険
の
適
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
範
囲
と
し
て
は
、
一
九
三
五
年
の
社
会
保
障
法
以
来
、
八
人
以
下
の
従
業
員
を
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
す
る
一
定
業
種
の
雇
主
が
、
連
邦
失
業
補
償
税
の
支
払
義
務
、
い
い
か
え
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
連
邦
税
の
九
〇
％
ま
で
の
相
殺
を
条
件
と
す
る
州
営
失
業
保
険
の
拠
出
義
務
を

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
で
一
九
五
四
年
の
失
業
補
償
修
正
法
に
よ
り
、
こ
の
規
定
は
四
人
以
上
の
事
業
規
模
に
拡
大
さ
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
八
年
初
頭
に
は
五
一
州
の
う
ち
二
三
州
が
、
三
人
以
下
の
事
業
規
模
に
ま
で
適

　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
一
九
三
五
年
法
で
は
適
用
を
除
外
さ
れ
て
い
た
連
邦
公
務
員
や
、
一
九
五
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
四
年
お
よ
び
五
八
年
の
修
正
連
邦
法
に
よ
り
、
州
営
失
業
保
険
に
編
入
さ
れ
て

か
か
る
適
用
範
囲
の
拡
大
に
よ
り
、
一
九
六
〇
年
に
は
約
四
五
六
〇
万
人
が
州
営
失
業
保
険
に
、
約
九
〇
万
人
の
鉄
道
従
業
員
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
お
三
人
以
下
の
事
業
所
の
従
業
員
、
農
業
労
働
者
、
家
事
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

州
お
よ
び
地
方
自
治
体
の
従
業
員
、
非
営
利
団
体
の
被
用
者
な
ど
、
約
一
三
九
〇
万
人
が
非
加
入
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
州
法
は
受
給
資
格
規
定
の
面
で
も
、
制
度
濫
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
格
厳
格
化
の
動
き
を
み
せ
て
い
る
た
め
に
、
第
七
表
の
ご

　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三

年度 全労働者
業率
被保険者
業率

％ ％
1940 14．6

5
．
6

1945 1．9 2．1

1950
5
．
3

4．6

1955 4．4 3．5

1956 4．2

3
．
2

1957 4．3

3
．
5

1958
6
．
8

6
．
4

1959
5
．
5

4．4

1960
5
．
6

4．8

も
つ
こ
と
が
定
め
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
連
邦
法
を
基
準
と
す
る
各
州
法
で
は
、

用
範
囲
を
緩
和
さ
え
し
て
い
た
。

よ
り
別
制
度
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
退
役
軍
人
も
、

き
た
。

連
邦
失
業
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

用
人
、

に
、
失
業
保
険
の
適
用
範
囲
拡
大
に
か
な
り
の
余
地
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

　
（
瓢
）

の
非
難
や
バ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
よ
る
制
度
浸
蝕
の
圧
力
に
お
さ
れ
て
、



第7表　被保険者の失業数

　　　1948－61

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究

年　度
半期
景気 全失業者

被保険者
失業者

被保険者
比重

千人 千人 ％
1948　W 山 2，291 1，138 49．7

1949　H 谷 3，664 1，912 52．2

1953　H 山 1ン687 862 51．1

1954　H 谷 3，737 1，983 53．1

1957　HI 山 2，915 1，417 48．6

1958　1 谷 4，321 2，412 55．8

1960　■ 山 3，707 17689 45．6

1961　1 谷 4，868 2，534 52．1

7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

と
く
失
業
保
険
加
入
者
の
失
業
数
は
、
失
業
者
全
体
の
う
ち
で
占
め
る
比
重
を
減
少

ま
た
は
停
滞
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
失
業
者
の
五
〇
％
前
後
し
か
失
業
保
険
で
カ
バ

ー
で
き
ぬ
有
様
と
さ
え
な
っ
て
い
る
。

　
（
1
8
）
　
の
O
o
す
一
の
o
o
ロ
ユ
蔓
｝
自
ヨ
ぎ
一
ω
ヰ
緯
一
〇
P
o
や
9
け
‘
や
一
命
q
●
ψ
国
β
賊
9
ロ
o
h
浮
o

　
O
Φ
霧
葛
｝
o
や
9
f
む
a
｝
℃
・
舘
P
よ
り
合
成
。

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

O
，
o
o
■
ゆ
ロ
括
艶
β
o
胤
国
ヨ
覧
o
図
B
Φ
β
け
ω
①
o
β
詠
け
ざ
o
や
9
け
■
｝
や
避

ω
o
げ
0
9
ポ
旨
皇
o
℃
■
9
f
℃
b
■
o
o
N
～
や

R
、
国
号
。
『
簿
0
9
①
戸
○
や
o
F
唱
』
8
～
い
N
N
、

O
h
い
o
ω
3
j
o
や
9
“
℃
や
お
ヒ
鋒
’

い
9
く
量
o
℃
甲
9
f
℃
■
ω
o
o
。

の
結
合
と
相
殺
に
よ
っ
て
、

も
、
全
体
と
し
て
景
気
安
定
化
効
果
を
発
揮
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
っ
た
。

手
な
お
し
は
、

さ
ら
こ
、

　
　
尋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
ご
と
く
、
失
業
補
償
支
出
を
規
定
す
る
三
要
因
は
、
そ
れ
ぞ
れ
景
気
感
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
の
有
無
と
、
景
気
調
整
機
能
の
強
弱
を
ふ
く
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
三
規
定
要
因

　
　
　
　
　
　
　
現
実
の
失
業
保
険
給
付
の
流
れ
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
左
右
さ
れ
、
そ
の
結
果
限
ら
れ
た
規
模
で
は
あ
る
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
各
規
定
要
因
に
つ
い
て
指
摘
し
て
き
た
制
度
的
不
備
の

　
　
失
業
補
償
支
出
の
自
動
安
定
装
置
と
し
て
の
有
効
性
を
、
現
在
よ
り
も
高
め
る
現
実
的
な
方
策
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
有
効
性
を
決
定
的
に
前
進
せ
し
め
る
道
は
、
失
業
保
険
の
給
付
内
容
と
受
給
資
絡
を
、
す
べ
て
各
州
法
の
個
別
的
規
制
に



ゆ
だ
ね
た
り
、
失
業
保
険
の
財
政
支
出
規
模
を
、
や
や
も
す
れ
ば
各
州
雇
主
相
互
間
の
負
担
軽
減
競
争
に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
た
り
し
が
ち

な
現
状
を
、
抜
本
的
に
変
革
す
る
こ
と
で
あ
り
、
簡
潔
に
い
え
ぱ
失
業
保
険
の
州
営
制
か
ら
連
邦
制
へ
の
可
及
的
接
近
の
道
で
あ
る
。
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

邦
政
府
の
介
入
強
化
を
め
ぐ
る
幾
多
の
提
案
の
う
ち
、
当
面
の
失
業
補
償
支
出
に
か
ん
す
る
提
案
だ
け
を
拾
い
出
せ
ば
、
ま
ず
一
九
五
〇

年
代
末
以
降
の
不
況
期
に
連
邦
財
政
が
暫
定
的
に
実
践
に
う
つ
し
た
よ
う
な
各
種
の
連
邦
補
助
金
制
男
＆
曾
毘
○
β
暮
－
ぼ
－
＞
置
の
恒
常

的
拡
大
、
あ
る
い
は
失
業
保
険
の
給
付
単
位
・
支
給
期
間
・
受
給
資
格
の
最
低
限
を
全
国
的
に
平
準
化
す
べ
き
連
邦
最
低
基
準
問
a
R
巳

冒
一
巳
ヨ
ロ
B
の
9
昌
鼠
匿
の
統
一
的
設
定
、
さ
ら
に
各
州
間
の
給
付
支
出
上
の
格
差
を
プ
ー
ル
資
金
で
縮
小
し
よ
う
と
す
る
連
邦
再
保
険

制
蜀
a
g
a
閑
巴
島
畦
き
8
の
確
立
、
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
す
す
ん
で
は
、
ガ
ル
ブ
レ
ー
ス
の
提
唱
し
た
景
気
循
環
対
応
的
な
失
業

補
償
○
憾
ぎ
巴
甘
○
声
3
暮
a
O
o
旨
需
霧
跨
一
8
の
試
み
、
す
な
わ
ち
州
営
制
度
と
は
別
個
の
連
邦
制
度
に
よ
る
景
気
循
環
相
殺
的
失

業
給
付
を
創
設
し
、
州
営
失
業
保
険
の
給
付
水
準
と
失
業
者
の
旧
賃
金
水
準
と
の
差
額
を
、
一
定
限
度
ま
で
連
邦
制
給
付
に
よ
っ
て
補
充

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
補
充
割
合
を
景
気
変
動
に
よ
る
失
業
率
の
増
減
に
つ
れ
て
伸
縮
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
総
需
要
の
補
整
機
能
を
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

た
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
も
、
あ
ら
た
な
る
自
動
安
定
装
置
と
し
て
の
活
力
を
、
失
業
補
償
制
度
に
付
与
し
よ
う
と
す
る
構
想
の
所
産
で

あ
っ
た
。

　
（
2
4
）
　
田
餌
び
霞
欝
O
o
冨
P
o
や
o
一
叶
‘
b
や
ま
一
～
ω
．

　
（
2
5
）
　
｝
o
げ
ロ
囚
o
昌
ロ
①
跨
の
巴
ぼ
筥
跨
｝
↓
冨
》
旨
諾
暮
留
o
一
9
ど
ω
o
馨
o
P
一
3
0
。
・
鈴
木
哲
太
郎
訳
、
　
一
九
六
〇
年
、
二
七
〇
1
九
ぺ
ー
ジ
。

　
失
業
保
険
給
付
支
出
の
有
効
需
要
補
給
的
効
果
の
拡
大
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
再
考
を
う
な
が
し
つ
つ
あ
る
現
代
的
な
要
因
は
、
一
九
六

〇
年
代
と
と
も
に
認
識
を
深
め
て
き
た
構
造
的
失
業
、
な
い
し
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
本
絡
化
に
と
も
な
う
技
術
的
失
業
の
累
積
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



一
橋
大
学
研
究
年
報

　　　第8表雇用増大とGNP上昇の関連
　　　　　　　　　　1954－63

景騨期の年月IGNP上昇雇用増大1唇既纂臨当

十億ドル 百万人 十億ドル
1954／8－1957／7 56 4．27 13

1958／4－1960／5 50 4．15 12

1961／2－1963／7 64 2．47 26

な
生
産
性
向
上
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、

性
を
見
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

を
現
段
階
の
高
率
失
業
の
主
因
の
一
つ
と
み
な
す
に
い
た
っ
た
し
、

　
社
会
学
研
究
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

う
。
そ
れ
は
ビ
ル
ト
・
イ
ン
・
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
論
の
よ
っ
て
立
つ
理
論
的
分
析
視
角
に
た
い
し
て
、
別

個
の
分
析
視
角
を
補
完
的
に
採
用
す
る
必
要
性
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
以
後
の
政
策
的
実

践
と
関
連
さ
せ
て
い
え
ば
、
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
の
ヘ
ラ
ー
た
ち
の
支
配
的
見
解
は
、
一
九
六
一
年

初
頭
以
降
三
年
間
に
わ
た
っ
て
、
年
率
五
％
の
経
済
成
長
率
を
維
持
す
れ
ば
、
当
時
六
・
四
％
の
失
業
率

も
四
％
程
度
の
許
容
し
う
る
水
準
に
ま
で
引
き
下
げ
う
る
と
予
想
し
た
が
、
一
九
六
三
年
後
半
ま
で
に
国

民
総
生
産
は
合
計
一
五
％
と
い
う
満
足
す
べ
き
成
長
率
を
実
現
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
失
業
率
は
な
お

五
・
五
％
あ
た
り
に
停
滞
す
る
始
末
で
あ
っ
た
。
金
融
の
緩
和
策
、
財
政
支
出
の
膨
脹
策
、
減
税
政
策
の

．
こ
と
き
有
効
需
要
の
刺
戟
政
策
だ
け
で
は
、
完
全
に
対
応
し
き
れ
な
い
高
率
失
業
の
構
造
化
と
労
働
市
揚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

の
質
的
変
化
が
、
別
途
の
補
足
的
直
接
政
策
を
要
請
し
は
じ
め
た
と
み
ら
れ
る
。
第
八
表
の
、
こ
と
き
ハ
リ

ス
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
過
去
三
回
の
景
気
回
復
期
に
お
い
て
、
雇
用
百
万
人
増
加
に
必
要
で
あ
っ
た
国
民

総
生
産
の
上
昇
額
を
、
一
九
六
二
年
の
ド
ル
で
換
算
・
対
比
し
て
み
る
と
、
一
九
六
一
年
以
降
の
景
気
回

復
期
に
は
、
追
加
雇
用
創
出
の
た
め
の
経
済
成
長
量
が
、
一
九
五
〇
年
代
の
二
倍
近
く
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
を
知
り
う
る
。
か
か
る
労
働
市
揚
の
構
造
変
化
は
、
そ
の
原
因
の
一
端
を
六
〇
年
代
以
降
の
異
常

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
そ
こ
に
は
、
有
効
需
要
学
派
も
過
少
評
価
し
て
は
な
ら
ぬ
技
術
的
失
業
の
重
要

一
九
六
二
年
一
月
の
大
統
領
労
資
政
策
諮
問
委
員
会
に
よ
る
報
告
書
は
、
オ
ー
ト
メ
に
よ
る
技
術
的
失
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
議
会
に
提
出
し
た
一
九
六
三
年
三
月
の
失
業
教



書
に
せ
よ
、
同
年
三
月
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
彼
の
著
名
な
失
業
問
題
講
演
に
せ
よ
、
失
業
の
技
術
的
・
構
造
的
な
発
生
原
因
が
強
調
さ
れ
る

に
い
た
っ
た
。
構
造
的
失
業
へ
の
具
体
的
な
政
策
的
対
応
は
、
有
効
需
要
の
拡
大
政
策
と
な
ら
ん
で
、
労
働
市
揚
の
需
給
関
係
に
た
い
す

る
直
接
的
で
個
別
的
な
干
渉
策
、
す
な
わ
ち
技
術
革
新
の
も
た
ら
す
労
働
力
需
要
の
内
容
変
化
に
適
応
し
う
る
ご
と
く
、
不
熟
練
労
働

者
．
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
i
．
中
高
年
齢
層
．
不
況
地
域
の
停
滞
的
失
業
者
な
ど
に
、
技
能
教
育
や
再
訓
練
計
画
を
ほ
ど
こ
す
道
を
不
可

欠
に
し
た
。
一
九
六
一
年
の
不
況
地
域
再
開
発
法
》
冨
蟄
国
a
零
巴
8
日
Φ
旨
》
9
と
一
九
六
二
年
の
人
間
能
力
開
発
訓
練
法
冒
p
一
も
9

タ
、
①
弓
∪
零
巴
8
日
。
馨
目
q
↓
β
ぎ
ぎ
磯
》
9
は
、
五
二
週
間
に
お
よ
ぶ
再
訓
練
参
加
者
へ
の
生
計
手
当
を
、
連
邦
財
政
の
動
員
に
よ
っ

て
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
直
接
的
な
労
働
市
揚
政
策
に
よ
る
補
完
は
、
構
造
的
失
業
が
有
効
需
要
刺
戟
政
策
に

よ
っ
て
、
減
少
せ
し
め
ら
れ
う
る
限
度
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
い
い
か
え
れ
ば
こ
の
補
完
的
措
置
が
、
基
本
的
な
有
効
需
要
維
持

の
政
策
目
的
を
達
成
せ
し
め
る
政
策
手
段
の
中
に
、
追
加
さ
れ
る
べ
き
必
要
性
を
示
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。

　
（
2
6
）
の
①
岩
・
。
ξ
国
・
評
三
即
国
8
き
巨
。
の
・
胤
跨
。
囚
。
善
・
身
＜
。
碧
の
”
鼠
卑
ぎ
。
犀
》
ぽ
貫
乞
霧
ぎ
箭
凋
奉
霧
げ
9
き
。
＆
。
P
一
8
♪

　
　
や
一
舘
，

　
右
の
よ
う
な
技
術
的
・
構
造
的
失
業
に
た
い
し
て
、
当
面
の
課
題
で
あ
る
失
業
保
険
は
適
応
能
力
を
ほ
と
ん
ど
欠
如
し
て
い
た
。
各
州

法
の
受
給
資
格
規
定
で
は
、
失
業
者
が
受
給
資
楕
を
喪
失
し
な
い
た
め
に
は
、
彼
ら
が
つ
ね
に
就
業
可
能
な
状
態
に
あ
り
、
・
た
え
ず
就
業

機
会
を
積
極
的
に
も
と
め
、
公
共
職
業
安
定
所
よ
り
紹
介
さ
れ
た
適
当
な
仕
事
に
す
す
ん
で
就
業
し
、
あ
る
い
は
旧
雇
主
か
ら
の
再
雇
用

通
告
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
失
業
者
が
職
業
教
育
や
再
訓
練
過
程
に
、
か
な
り
の
期
間
継
続
的
に
参
加
し
よ
う

と
す
る
な
ら
ば
、
た
だ
ち
に
就
業
の
意
志
と
可
能
性
の
欠
如
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
失
業
保
険
の
受
給
資
格
を
剥
奪
さ
れ
る
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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一
’
○
八

た
。
失
業
補
償
の
受
給
と
技
能
教
育
の
要
望
と
は
、
本
来
は
両
立
し
え
な
い
関
係
に
あ
る
か
ぎ
り
、
失
業
保
険
受
給
資
格
者
数
の
変
動
傾

向
は
、
現
段
階
の
技
術
的
失
業
の
累
増
傾
向
か
ら
み
て
、
先
細
り
の
可
能
性
さ
え
予
測
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
技
術
革
新
の
衝
撃
を
う

け
る
不
熟
練
労
働
者
・
中
高
年
齢
層
・
高
等
教
育
を
習
得
し
な
い
ド
・
ソ
プ
・
ア
ウ
ト
層
な
ど
に
、
技
能
教
育
や
再
訓
練
の
機
会
を
制
度

的
に
保
障
し
え
な
い
失
業
保
険
は
、
そ
の
ビ
ル
ト
・
イ
ン
・
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
必
然
的
に
弱
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
一
九
六
二
年

制
定
の
人
間
能
力
開
発
訓
練
法
の
よ
う
な
別
個
の
関
連
制
度
に
、
自
動
安
定
装
置
と
し
て
の
役
割
を
ゆ
ず
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
た
だ
し
、

従
来
か
ら
わ
ず
か
に
ミ
シ
ガ
ン
州
法
だ
け
は
、
一
定
の
訓
練
課
程
に
登
録
さ
れ
た
失
業
者
に
、
四
四
週
間
に
わ
た
る
失
業
保
険
の
受
給
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

格
を
ゆ
る
す
条
項
を
ふ
く
ん
で
い
た
。
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
こ
の
種
の
特
例
的
規
定
、
あ
る
い
は
中
山
口
同
年
齢
層
の

ご
と
き
特
定
の
失
業
者
層
の
資
格
認
定
を
優
遇
す
る
例
外
的
規
定
が
、
制
度
的
に
開
拓
さ
れ
る
気
運
も
ま
た
、
漸
次
高
ま
り
つ
つ
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
最
近
に
い
た
っ
て
二
〇
州
で
は
、
ま
だ
き
わ
め
て
制
限
的
な
規
定
で
は
あ
る
が
、
公
認
の
再
訓
練
課
程
へ
の
参
加
資
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

を
承
認
さ
れ
た
失
業
者
に
、
失
業
保
険
の
受
給
資
格
を
あ
た
え
う
る
ご
と
く
、
各
州
法
の
修
正
を
は
か
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
二
〇
州
に

お
け
る
資
格
規
定
の
緩
和
化
、
類
似
規
定
の
他
の
諸
州
へ
の
普
及
、
さ
ら
に
は
こ
の
規
定
の
全
国
的
な
調
整
を
は
か
る
連
邦
最
低
基
準
の

法
定
が
、
現
在
お
よ
び
将
来
も
失
業
補
償
支
出
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
を
強
化
す
る
必
要
上
、
緊
急
の
課
題
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
（
2
7
）
国
卑
げ
霞
簿
0
9
①
詳
o
や
鼻
‘
り
蕊
O
隆

　
（
2
8
）
≧
9
畦
冨
閑
。
ω
ω
ヒ
・
①
昌
一
。
蒼
①
・
募
β
葺
富
》
§
ユ
。
き
国
8
養
廷
レ
男
鴫
良
白
8
α
目
－
の
覧
・
聲
ま
♪
や
ま
・



三
　
失
業
補
償
税
収
入
の
景
気
補
整
機
能

　
ア
メ
リ
カ
失
業
補
償
の
景
気
調
整
機
能
を
、
つ
ぎ
に
そ
の
財
源
調
達
面
か
ら
考
察
し
よ
う
。
州
営
失
業
保
険
の
財
政
収
入
は
、
一
人
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

り
年
賃
金
三
〇
〇
〇
ド
ル
以
下
の
賃
金
支
払
額
を
税
源
と
し
て
、
雇
主
に
税
率
三
％
（
一
九
六
一
年
以
降
三
二
％
）
の
連
邦
失
業
補
償

税
を
課
し
、
も
し
各
州
で
州
営
失
業
保
険
を
制
度
化
し
た
揚
合
に
は
、
こ
の
連
邦
税
の
一
〇
％
（
賃
金
支
払
税
率
O
・
三
％
に
相
当
、
一

九
六
一
年
以
降
は
○
・
四
％
）
に
あ
た
る
国
庫
収
入
を
、
連
邦
お
よ
び
州
の
失
業
保
険
行
政
費
に
あ
て
る
と
と
も
に
、
州
営
失
業
保
険
料

を
拠
出
す
る
雇
主
は
そ
の
相
殺
と
し
て
、
右
の
連
邦
税
の
九
〇
％
（
賃
金
支
払
税
率
二
・
七
％
に
相
当
）
ま
で
を
免
除
さ
れ
る
、
と
い
う

方
式
で
ま
か
な
わ
れ
て
き
た
。
雇
主
の
単
独
負
担
に
も
と
づ
く
失
業
補
償
税
収
入
が
、
具
体
的
に
は
税
率
O
・
三
勿
の
連
邦
税
と
税
率
二
・

七
％
の
州
税
と
の
二
重
課
税
方
式
に
依
存
し
て
き
た
の
は
、
一
つ
に
は
こ
の
よ
う
な
連
邦
税
相
殺
方
式
を
つ
う
じ
て
、
全
州
に
わ
た
る
失

業
保
険
制
度
の
確
立
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
り
、
二
つ
に
は
こ
の
制
度
の
州
営
制
化
を
期
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、

州
営
失
業
保
険
の
保
険
料
は
各
州
．
こ
と
に
個
別
的
に
も
う
け
ら
れ
た
州
失
業
基
金
に
納
入
さ
れ
、
そ
れ
は
さ
ら
に
国
庫
内
に
設
置
さ
れ
た

失
業
信
託
基
金
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
九
三
五
年
の
社
会
保
障
法
の
発
足
以
来
、
す
で
に
第
一
表
で
も
例
示
し
た
よ

う
に
、
失
業
補
償
収
支
の
差
額
と
失
業
基
金
の
運
用
利
子
は
、
次
第
に
失
業
信
託
基
金
に
彪
大
な
余
剰
を
累
積
さ
せ
る
形
勢
と
な
っ
て
き

た
。
第
二
次
大
戦
に
よ
る
高
度
雇
用
水
準
に
支
え
ら
れ
た
失
業
保
険
基
金
は
、
賃
金
支
払
税
率
二
・
七
％
で
は
予
想
以
上
の
リ
ザ
ー
ブ
を

蓄
積
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
や
が
て
一
九
三
八
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
、
各
州
で
は
経
験
料
率
制
賃
需
は
窪
8
審
江
轟
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
実
績
料
率
制
昌
Φ
蜂
欝
昌
鎧
が
相
つ
い
で
導
入
さ
れ
、
安
定
的
な
雇
用
を
維
持
し
た
実
績
を
も
つ
雇
主
に
、
基
準
税
率
二
・
七
％
以

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

下
の
軽
減
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
失
業
保
険
の
財
政
収
入
を
も
っ
ぱ
ら
雇
主
の
賃
金
支
払
税
に
の
み
求
め
ず
、
被
用

者
の
拠
出
に
も
期
待
し
よ
う
と
し
た
州
は
、
こ
の
制
度
の
生
誕
当
時
に
は
十
一
州
に
及
ん
だ
が
、
そ
の
う
ち
九
州
は
実
際
上
被
用
者
の
拠

出
を
徴
収
す
る
ま
で
に
い
た
ら
ず
、
現
在
ま
で
二
州
の
み
が
右
の
拠
出
を
併
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
方
式
に
も
と
、
つ
く

失
業
補
償
の
財
政
収
入
面
を
、
種
々
の
角
度
か
ら
数
量
的
に
吟
味
す
る
こ
と
に
進
も
う
。

　
（
1
）
　
一
九
五
八
年
現
在
で
は
、
四
州
が
三
六
〇
〇
ド
ル
、
一
州
が
四
二
〇
〇
ド
ル
ヘ
、
課
税
基
準
額
を
引
上
げ
て
い
る
。
（
q
¢
ω
ロ
↓
。
帥
β
。
団
国
目
，

　
　
覧
o
楓
旨
Φ
暮
の
。
o
葺
一
§
O
o
目
冨
誘
8
9
の
翼
o
ζ
嵩
目
℃
一
〇
翼
ヨ
Φ
旨
ぎ
ω
彗
き
8
ぎ
誘
器
。
二
鈴
β
一
一
暫
吋
図
一
・
一
〇
u
。
。
・
≦
勢
の
匡
農
8
p
G
u
o
。
・

℃
」
ご

第9表　失業補償税収入の変動

　　　　1948－62

年度 収支差 基金増減 基金額
百万ドル 百万ドル 百万ドル

1948 137 355 7，572

1949 一764 一618 6，954

1953 380 581 8，892

1954． 一832 ＿634 8，258

1957 一128 95 8，846

1958 一2，011 一1β11 7，036

1960 一447 一247
66377

1961 一973 一835 5，802

1962 277 471 6，273

（
2
）
　
「
経
験
料
率
」
と
「
実
績
料
率
」
の
二
語
は
、
技
術
的
に
代
替
可
能
な
表
現
で
あ
り
、

　
経
験
料
率
の
語
が
次
第
に
慣
用
さ
れ
る
傾
向
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
と
く
に
両
語
を
区
別

　
し
て
用
い
な
い
こ
と
に
す
る
。
（
R
，
甘
『
ロ
ρ
曽
艮
き
巳
ど
ρ
》
濤
げ
霞
ヌ
、
ヨ
昼
巨
の
簿

国
二
雪
g
①
芦
国
8
8
巨
。
嘗
q
ω
。
。
巨
ω
。
。
鼠
受
ー
ぎ
げ
犀
。
磐
山
即
貯
器

箒
鶴
畦
Φ
ω
夷
巴
霧
け
国
。
自
。
巨
。
H
匿
①
。
鼠
童
客
K
‘
一
§
馳
ウ
8
N
・
）

　
失
業
補
償
税
収
入
の
動
向
を
景
気
循
環
の
過
程
で
と
ら
え
る
た
め
に
、
前
掲
第
一

表
の
対
象
例
と
重
複
気
味
で
は
あ
る
が
、
前
者
に
数
字
的
な
操
作
を
加
え
る
と
と
も

に
、
資
料
出
所
の
相
違
に
よ
る
前
者
か
ら
の
部
分
的
背
離
を
お
か
し
つ
つ
も
、
失
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

補
償
税
収
入
の
変
動
傾
向
を
再
編
成
し
た
の
が
第
九
表
で
あ
る
。
こ
ア
）
で
は
、
一
九



四
九
、
一
九
五
四
、
一
九
五
八
、
一
九
六
一
各
年
の
不
況
年
度
に
、
失
業
増
・
雇
用
減
に
応
じ
た
失
業
補
償
の
収
入
減
、

失
業
基
金
の
と
り
く
ず
し
が
、
典
型
的
に
例
証
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
一
九
四
八
、
一
九
五
三
の
両
年
の
ご
と
く
、

第10表　失業補償税収と他の税収

　　　　　　1938－60

失業補償税 老齢保険税 連邦・州・

年度
税　　収 全体比 税　　収 全体比

地方税
　　計

十億ドル ％ 十億ドル ％ 十億ドル
1938 0．9

6
．
1

0
．
5

3
．
4

14．8

1943
1
．
5

4．6 1．2 3．7 32．6

1948 1．2 2．1
1
．
7 29 58．1

1953 1．6
1
．
8

3
．
9

4．3 91．1

1958 1．8
1
．
6 8．5

7
．
4

114．4

1960 2．6
2
．
0 119

9
．
0

131．5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
字
財
政
化
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
〇
年
代
前

半
ま
で
の
好
況
年
度
で
は
、
逆
に
失
業
減
・
雇
用
増
に
と
も
な
う
失
業
補
償
の
収
入
増
と

余
剰
基
金
の
蓄
積
も
認
め
ら
れ
、
保
険
財
政
収
入
面
に
お
け
る
景
気
補
整
効
果
は
、
や
は

り
顕
在
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
は
景
気
的
失

業
の
大
量
化
と
高
率
化
に
対
応
し
て
、
好
況
期
に
あ
た
る
一
九
五
七
、
一
九
六
〇
、
一
九

六
二
年
で
あ
っ
て
も
、
失
業
補
償
の
収
入
増
加
や
余
剰
基
金
へ
の
影
響
が
、
と
き
に
は
数

字
的
に
黒
字
に
ま
で
到
達
で
き
ず
、
財
政
収
入
面
の
景
気
循
環
相
殺
的
効
果
を
弱
め
た
り
、

あ
る
い
は
む
し
ろ
景
気
加
速
的
様
相
を
呈
す
る
機
会
さ
え
あ
る
こ
と
も
判
明
し
よ
う
。
失

業
補
償
税
収
入
の
自
動
伸
縮
性
は
果
し
て
減
退
し
つ
つ
あ
る
の
か
、
そ
の
原
因
は
ど
こ
に

所
在
す
る
の
か
、
さ
ら
に
は
ビ
ル
ト
・
イ
ン
・
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
を
回
復

す
る
方
途
は
何
か
、
が
あ
ら
た
め
て
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能

（
3
）
　
一
九
四
八
ー
六
〇
年
の
数
字
は
の
O
o
一
巴
の
o
窪
ユ
蔓
卜
匹
ヨ
一
巳
。
。
ヰ
暮
δ
P
の
0
9
毘
ω
8
亭

　
詠
蔓
ω
巳
鼠
寓
P
》
昌
ロ
ロ
紅
碧
葺
δ
江
o
筥
の
信
b
覧
Φ
旨
①
暮
”
ド
8
ρ
づ
℃
”
o
o
～
乎
よ
り
、
一
九
六

　
一
－
六
二
年
の
そ
れ
は
雪
ψ
切
葺
臼
ロ
9
跨
o
O
o
塁
塗
｝
幹
葺
匿
江
〇
三
》
訂
一
β
9
9

　
爵
①
弓
碧
這
3
り
S
P
よ
り
蒐
集
し
、
両
資
料
に
お
け
る
重
複
年
度
の
若
干
の
数
字
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
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報
　
社
会
学
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究
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎝
二

　
　
を
無
視
し
た
上
で
算
出
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
失
業
補
償
税
の
収
入
額
が
経
済
安
定
化
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
を
低
下
さ
せ
つ
つ
あ
る
趨
勢
は
、
第
十
表
か
ら
明
白
で
あ
る
。
一
九
三

八
年
よ
り
一
九
六
〇
年
の
間
に
、
失
業
補
償
税
収
入
は
絶
対
額
で
約
三
倍
と
な
っ
た
が
、
連
邦
・
州
・
地
方
税
の
収
入
合
計
額
中
に
占
め

る
そ
の
相
対
的
比
重
は
、
約
六
％
か
ら
二
％
へ
と
低
下
し
て
い
る
。
試
み
に
社
会
保
障
体
系
に
ふ
く
ま
れ
る
連
邦
制
の
老
齢
者
・
遺
族
・

擁
疾
保
険
税
収
入
が
、
こ
の
期
間
に
絶
対
額
で
二
四
倍
、
税
収
入
総
額
へ
の
相
対
比
で
三
％
台
よ
り
九
％
へ
、
と
飛
躍
し
た
の
と
対
照
的

な
も
の
が
あ
る
。
か
か
る
州
営
失
業
保
険
の
財
政
収
入
の
停
滞
傾
向
は
、
二
つ
の
原
因
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
第
一
に
、
経
験
料
率
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
普
及
に
よ
る
税
率
軽
減
の
影
響
で
あ
り
、
第
十
一
表
の
よ
う
に
全
州
の
平
均
失
業
保
険
料
率
を
、
た
え
ず
二
・
七
％
の
基
準
保
険
料
率

よ
り
も
、
は
る
か
に
低
率
に
止
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
老
齢
者
・
遺
族
保
険
の
拠
出
率
が
、
雇
主
お
よ
び
被
用
者
の
双
方
に
た
い
し
て
、

一
九
三
七
：
四
九
年
に
は
一
％
、
一
九
五
〇
1
五
三
年
に
は
丁
五
％
、
一
九
五
四
ー
五
六
年
に
は
二
％
、
一
九
五
七
－
五
九
年
に
は
二
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

五
％
、
一
九
六
〇
1
六
一
年
に
は
三
％
、
一
九
六
二
年
か
ら
三
・
二
一
五
％
と
逓
増
し
て
き
た
の
と
は
、
全
く
趣
を
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
失
業
補
償
税
収
入
の
伸
ぴ
悩
み
を
生
じ

第11表平均保険
　料率　1940－61

年　度 保険料率
％

1940 2．69

1945 1．71

1950 1．50

1955 1．18

1958 1．32

1960 1．88

1961 2．02

第12表　課税基準

賃金と全賃金の比

　　1940－61

年度
課税賃金／全賃金

％
1940 92．8

1945 87．9

1950 79．1

1955 68．3

1958 63．2

1959 61．2

1960 60．7

1961 59．5

さ
せ
た
第
二
の
原
因
は
、
個
人
年
収
三

〇
〇
〇
ド
ル
を
限
度
と
す
る
課
税
基
準

賃
金
額
の
固
定
性
で
あ
り
、
賃
金
水
準

の
一
般
的
上
昇
と
課
税
基
準
賃
金
額
の

非
伸
縮
性
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、



　
　
（
7
）

第
十
二
表
が
物
語
る
ご
と
く
、
賃
金
支
払
税
の
課
税
対
象
に
な
る
賃
金
部
分
は
、
保
険
適
用
業
種
に
お
け
る
賃
金
支
払
総
額
と
く
ら
べ
て
、

全
体
の
九
〇
％
台
よ
り
五
〇
％
台
へ
と
転
落
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
老
齢
者
・
遺
族
保
険
が
課
税
基
準
賃
金
額
の
最
高
限
度
を
、
一
九

三
七
年
に
は
個
人
年
収
三
〇
〇
〇
ド
ル
、
一
九
五
一
年
か
ら
は
三
六
〇
〇
ド
ル
、
一
九
五
五
年
か
ら
は
四
二
〇
〇
ド
ル
、
一
九
五
九
年
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ら
は
四
八
0
0
ド
ル
と
引
き
上
げ
て
き
た
動
き
は
、
州
営
失
業
保
険
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
無
縁
な
も
の
で
あ
っ
た
。
右
の
二
原
因
こ
そ

は
、
失
業
補
償
税
収
入
の
景
気
変
動
相
殺
的
機
能
を
、
弱
体
化
さ
せ
た
積
粁
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

盈
o
壁
a
》
b
o
の
δ
び
↓
ぽ
国
o
o
g
目
一
〇
ω
o
団
q
b
o
ヨ
覧
2
目
o
艮
O
o
巨
b
窪
ω
p
鼠
o
p
唱
艮
g
o
8
p
一
8
即
や
q
o
。
ひ

d
・
ψ
ω
β
器
即
β
O
h
浮
o
O
9
拐
霧
”
o
や
9
f
一
8
ρ
℃
・
鵠
9
一
8
ρ
り
賠
9
か
ら
合
成
Q

H
怠
山
‘
一
8
ρ
や
N
翼
ー

H
江
倉
這
ひ
ρ
や
N
O
。
9
ド
8
Q
，
や
賠
P
よ
り
合
成
の
上
算
出
。

H
σ
箆
こ
一
8
納
や
b
o
℃
令
■

よ
り
算
出
。

’

　
さ
ら
に
、
か
か
る
失
業
補
償
税
率
を
規
定
す
る
経
験
料
率
制
と
、
そ
の
税
源
を
規
定
す
る
非
伸
縮
的
な
課
税
基
準
の
二
要
因
に
つ
い
て
、

そ
の
景
気
変
動
感
応
性
を
立
ち
入
っ
て
再
検
討
す
る
な
ら
ぱ
、
た
ん
に
そ
れ
ら
は
保
険
財
政
収
入
の
景
気
循
環
相
殺
的
効
果
を
縮
小
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
二
要
因
の
変
動
方
向
は
、
む
し
ろ
景
気
変
動
加
速
的
で
さ
え
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
メ
リ
ッ
ト
制
な
い

し
経
験
料
率
制
を
と
も
な
う
失
業
補
償
税
は
、
ビ
ル
ト
・
イ
ン
・
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
法
人
税
、
所
得
税
、
消
費
税
の
ご
と
き
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

般
租
税
と
、
同
様
の
自
動
伸
縮
性
ぞ
も
ち
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
租
税
制
度
に
組
み
込
ま
れ
た
景
気
補
整
機
能
と
は
、
好
況
期
に
総
所

得
が
増
加
す
れ
ば
、
自
動
的
に
税
収
入
が
拡
大
し
て
財
政
上
の
余
剰
を
う
み
、
そ
の
結
果
社
会
の
有
効
需
要
が
増
大
す
る
振
幅
と
イ
ン
フ

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
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7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

レ
ー
シ
・
ン
と
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
逆
に
不
況
期
に
総
所
得
が
縮
小
す
る
と
、
税
収
入
の
減
少
と
財
政
上
の
赤
字
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
有
効
需
要
の
減
退
と
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
を
、
部
分
的
に
相
殺
す
る
傾
向
を
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
思
考
は
、
景
気
変

動
に
対
応
し
て
財
政
収
支
の
安
定
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
古
典
的
な
均
衡
財
政
主
義
で
は
、
か
え
っ
て
総
所
得
や
有
効
需
要
の
不
安
定
化

が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
反
省
し
、
む
し
ろ
景
気
循
環
に
よ
っ
て
生
ず
る
財
政
上
の
余
剰
や
赤
字
を
、
人
為
的
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

有
効
需
要
の
安
定
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
補
整
的
財
政
政
策
の
思
考
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ビ
ル
ト
．
イ
ン
・
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー

論
の
立
脚
点
は
、
か
か
る
財
政
上
の
赤
字
な
い
し
余
剰
の
も
つ
景
気
循
環
相
殺
的
効
果
を
、
と
く
に
国
家
の
直
接
的
な
財
政
政
策
の
変
更

に
よ
ら
な
く
て
も
、
租
税
そ
れ
自
体
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
、
自
然
発
生
的
に
期
待
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
経
験

料
率
制
を
と
も
な
う
失
業
補
償
税
は
、
安
定
的
な
雇
用
を
維
持
し
た
雇
主
の
実
績
に
応
じ
て
、
賃
金
支
払
税
率
を
軽
減
し
よ
う
と
す
る
試

み
で
あ
る
。
そ
れ
の
景
気
循
環
過
程
に
お
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は
、
景
気
高
揚
期
に
は
、
雇
用
水
準
の
上
昇
に
対
応
し
て
税
率
は
軽
減
さ

れ
、
増
大
し
た
総
所
得
に
減
税
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
対
し
て
景
気
沈
滞
期
に
は
、
雇
用
減
少
に
つ
れ
て
税
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
縮
小
し
た
総
所
得
に
重
税
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
景
気
変
動
に
応
じ
た
有
効
需
要
の
振
幅
は
、
失
業
補
償
税

に
よ
っ
て
一
そ
う
促
進
さ
れ
る
始
末
と
な
り
、
他
の
一
般
租
税
と
は
ま
さ
に
対
照
的
に
、
メ
リ
ソ
ト
制
に
う
ご
か
さ
れ
る
失
業
補
償
税
は
、

景
気
加
速
的
な
自
動
不
安
定
装
置
げ
巳
写
ぎ
3
ω
鼠
げ
ま
国
R
に
転
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
効
果
は
、
経
験
料
率
制
が
保
険
財
政
上
の

賦
課
方
式
の
思
考
に
も
と
づ
く
た
め
の
所
産
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
思
考
は
ビ
ル
ト
・
イ
ン
・
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
i
論
と
は
逆
行

す
る
均
衡
財
政
主
義
に
立
脚
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
（
9
）
　
林
栄
夫
「
ビ
ル
ト
・
イ
ン
・
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
」
一
九
六
〇
年
、
第
一
章
、
第
三
章
、
第
四
章
、
お
よ
び
同
「
自
動
安
定
装
置
と
し
て
の
ア
メ



　
　
リ
カ
失
業
補
償
財
政
」
（
井
藤
半
弥
博
士
退
官
記
念
論
集
「
財
政
学
の
基
本
問
題
」
、
一
九
六
〇
年
、
所
収
）
、
か
ら
基
礎
的
な
理
解
を
え
た
。

　
失
業
補
償
税
率
を
規
定
す
る
経
験
料
率
制
が
、
不
況
期
に
税
率
を
上
げ
、
好
況
期
に
税
率
を
下
げ
る
た
め
、
景
気
循
環
加
速
的
効
果
を

も
つ
と
い
う
叙
述
に
は
、
な
お
若
干
の
補
足
的
精
密
化
が
必
要
で
あ
る
。
第
一
に
、
各
雇
主
に
た
い
す
る
メ
リ
ソ
ト
料
率
の
算
定
に
あ
た

っ
て
は
、
各
州
の
失
業
保
険
基
金
の
う
ち
に
個
別
的
な
雇
主
勘
定
が
も
う
け
ら
れ
、
そ
れ
に
記
録
さ
れ
た
各
雇
主
の
支
払
賃
金
額
、
失
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

第13表　戦後の景気循環

　　1948－62
循　　環 ピ　　ー　　ク 谷　　　間 回　　　復

年度四半期 年度四半期 年度四半期

194S－50 1948－W 1949－IV 1950－H

1953－55 1953－H 1954一皿 1955－H

1957－59 1957一皿 195S－H 1959－H

1960－62 1960－H 1961－1 1962－H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
料
拠
出
額
、
解
雇
者
へ
支
給
さ
れ
た
失
業
保
険
給
付
額
な
ど
の
実
績
を
、
種
々
の
算
定
方
式
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
指
標
と
な
る
被
課
税
賃
金
額
あ
る
い
は
失
業
補
償
の
給
付
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
拠
出
額
は
、
か
な
ら
ず
し
も
当
該
年
度
ま
た
は
前
年
度
の
一
年
間
だ
け
の
実
績
を
と
る
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
、
大
多
数
の
州
で
は
過
去
三
年
間
、
と
き
に
は
過
去
四
年
か
ら
五
年
の
期
間
に
わ
た
る
実
績
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
算
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
戦
後
四
次
に
わ
た
る
景
気
循
環
の
各
時
点
を
第
十
三
表
で
み
れ
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
景
気
の
ピ
ー
ク
か
ら
谷
間
ま
で
の
間
隔
は
、
○
・
七
五
年
な
い
し
丁
二
五
年
、
谷
間
か
ら
回
復
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
間
は
、
○
．
五
年
な
い
し
マ
ニ
五
年
で
あ
っ
た
し
、
景
気
波
動
の
周
期
も
、
二
・
七
五
年
よ
り
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
ま
で
の
間
隔
を
と
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
事
実
を
前
提
に
し
て
失
業
補
償
税
の
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ト
評
価
方
式
を
ふ
り
か
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
経
験
料
率
制
が
大
多
数
は
三
年
な
い
し
そ
れ
以
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
る
雇
主
の
実
績
を
、
合
算
ま
た
は
平
均
し
て
考
慮
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
こ
か
ら
算
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
る
べ
き
各
雇
主
の
実
績
評
価
と
は
、
好
況
と
不
況
に
よ
る
各
年
度
の
短
期
的
な
変
動
幅
を
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
平
準
化
し
た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
お
そ
ら
く
周
期
的
な
間
隔
を
も
っ
た
二
つ
の
景
気
波

ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
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一
一
六

動
に
、
橋
渡
し
と
地
な
ら
し
を
し
た
数
量
を
算
出
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。
し
た
が
っ
て
、
景
気
変
動
に
と
も
な
う
各
企
業

の
変
動
実
績
は
、
一
年
．
ご
と
の
メ
リ
ッ
ト
評
価
よ
り
も
、
そ
の
景
気
感
応
性
と
振
幅
を
縮
小
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
応

し
た
税
率
の
伸
縮
も
、
前
記
の
．
こ
と
き
景
気
循
環
加
速
的
効
果
を
、
幾
分
な
り
と
も
緩
和
さ
れ
た
も
の
に
す
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
（
1
0
）
　
経
験
料
率
制
に
よ
る
税
率
算
定
方
式
の
代
表
的
な
も
の
は
、
三
三
州
で
採
用
さ
れ
る
リ
ザ
；
プ
率
方
式
8
器
慧
Φ
，
養
臨
o
♂
目
昌
巳
p
で
あ
り
、

　
　
各
雇
主
の
過
去
に
お
け
る
拠
出
総
額
と
給
付
支
出
総
額
の
差
（
リ
ザ
ー
プ
）
を
、
数
年
間
に
わ
た
る
雇
主
の
被
課
税
賃
金
額
で
除
し
た
比
率
か
ら
、

　
　
税
率
表
の
適
用
を
判
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
雇
主
実
績
の
諸
指
標
の
組
み
合
わ
せ
方
式
に
は
、
四
種
類
の
相
違
が
あ
る
。
（
O
い
雪

　
　
の
、
閃
畦
。
塁
o
幽
国
旨
覧
。
鴇
目
①
暮
の
①
。
弩
一
な
る
や
鼻
■
も
℃
■
球
～
い
ρ
）

　
（
1
1
）
被
課
税
賃
金
支
払
額
に
つ
い
て
い
え
ば
、
過
去
一
年
間
の
み
を
算
定
指
標
に
す
る
州
は
、
わ
ず
か
に
六
州
に
す
ぎ
ず
、
過
去
三
年
間
か
ら
五
年

　
　
間
の
平
均
ま
た
は
合
計
を
用
い
る
州
は
、
四
二
州
に
及
ん
で
い
る
。
（
R
■
H
三
∋
や
ま
，
）

　
（
1
2
）
差
一
h
色
冨
惹
。
。
』
の
α
①
3
一
穿
邑
b
。
一
ξ
ぎ
浮
Φ
b
。
警
壽
『
因
Φ
8
裟
。
β
≦
器
ぼ
夷
梓
。
p
ま
鯉
や
弁

　
経
験
料
率
制
に
か
ん
す
る
第
二
の
補
足
的
解
明
と
し
て
は
、
各
雇
主
の
実
績
か
ら
軽
減
税
率
を
算
出
・
適
用
す
る
さ
い
に
、
景
気
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

昇
や
下
降
か
ら
若
干
の
タ
イ
ム
・
ラ
ッ
グ
を
と
も
な
う
間
題
が
、
注
視
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
る
ま
い
。
第
十
四
表
は
一
九
四
八
年
か
ら
六
〇

年
ま
で
の
各
年
．
ご
と
に
、
各
州
平
均
保
険
料
率
が
上
下
し
た
変
動
傾
向
を
、
税
率
の
上
昇
し
た
州
数
と
低
下
し
た
州
数
と
の
比
較
か
ら
、

推
測
し
よ
う
と
す
る
レ
ス
タ
ー
の
試
み
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
秋
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
失
業
補
償
税
の
税
率
を
引
き
上
げ
さ
せ
、
税
率
上

昇
州
が
税
率
低
下
州
を
超
過
す
る
作
用
を
お
よ
ぽ
す
の
は
、
一
九
五
〇
1
五
一
年
で
あ
り
、
同
様
に
し
て
一
九
五
四
年
夏
の
不
況
の
影
響

は
、
一
九
五
五
－
五
六
年
に
、
ま
た
一
九
五
八
年
春
の
恐
慌
の
効
果
は
、
一
九
五
九
年
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
顕
在
化
し
て
い
る
。
ア
）
れ



第14表保険料率の州別変動
　　　　　1948－60

年度1税率上昇1税率低下1税率不変

　　　　　州　　　州1　　州

1
0
0
3
3
8
4
3
4
5
5
3

12

州 州
1948 23 27

1949 27 24

1950 32 16

1951 36 12

1952 12 36

1953 9 34

1954 13 34

1955 34． 14

1956 40 7
1957 20 26

1958 21 25

1959 42 6
1960 27 12

対
応
的
な
波
動
と
は
、
お
そ
ら
く
一
年
な
い
し
二
年
近
い
タ
イ
ム

と
言
う
方
が
、
　
一
そ
う
妥
当
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
意
味
で
、

タ
イ
ム
・
ラ
ッ
グ
に
よ
る
変
容
を
と
も
な
い
な
が
ら
も
、
な
お
基
本
的
に
は
類
似
し
た
波
動
を
た
ど
っ
て
、

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
右
の
ご
と
き
但
し
書
き
と
補
足
を
加
え
た
上
で
、

何
よ
り
も
ま
ず
経
験
料
率
制
に
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
提
唱
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
（
1
3
）
　
U
霧
3
お
o
や
9
け
‘
や
M
O
，

　
つ
ぎ
に
、
失
業
補
償
税
の
税
源
に
お
け
る
景
気
変
動
加
速
的
効
果
の
有
無
を
、
検
出
す
る
こ
と
に
進
も
う
。

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能

に
た
い
し
て
、
一
九
四
八
、
一
九
五
二
、
一
九
五
三
、
一
九
五
七
各
年

の
好
況
年
度
を
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
次
の
年
度
が
多
く
は
リ
セ
ッ
シ
ョ

ン
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
次
年
度
に
、
保
険
料
率
の
低

下
し
た
州
数
を
増
大
さ
せ
た
り
、
少
く
と
も
税
率
上
昇
の
州
数
が
増
加

す
る
の
を
阻
止
す
る
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
経
験
料
率
制

の
所
産
で
あ
る
不
況
期
の
重
税
と
好
況
期
の
減
税
と
い
う
景
気
循
環
加

速
的
機
能
は
、
好
況
ま
た
は
不
況
の
当
該
年
度
に
お
い
て
は
、
時
間
的

ず
れ
の
た
め
に
実
際
上
割
り
引
き
さ
れ
た
発
現
効
果
を
示
す
で
あ
ろ
う

し
、
ま
た
現
実
経
済
の
景
気
変
動
の
波
と
、
失
業
補
償
税
収
入
の
景
気

・
ラ
ッ
グ
を
保
ち
な
が
ら
も
、
平
行
的
に
循
環
を
く
り
か
え
し
て
行
く

　
　
景
気
変
動
補
整
的
傾
向
と
は
逆
行
す
る
メ
リ
ッ
ト
制
の
作
用
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ

　
　
失
業
補
償
税
収
入
を
自
動
不
安
定
化
装
置
に
転
化
さ
せ
る
鍵
は
、

こ
の
税
源
を
規
定
す
る
要

　
一
一
七
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一
一
八

因
は
、
前
述
の
課
税
基
準
賃
金
額
と
と
も
に
、
被
保
険
者
数
の
要
因
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
被
保
険
者
数
は
景
気
循
環
に
と
も
な

う
雇
用
量
の
増
減
に
照
応
し
、
き
わ
め
て
景
気
感
応
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
失
業
補
償
税
の
税
源
の
自
動
伸
縮
性
は
、
主
と
し
て
被

保
険
者
数
と
い
う
規
定
要
因
の
伸
縮
性
に
よ
っ
て
、
支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
す
で
に
第
六
表
で
み
た
被
保
険
者
の

失
業
率
変
動
傾
向
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
や
は
り
被
保
険
者
の
雇
用
変
動
の
振
幅
は
全
労
働
者
の
そ
れ
よ
り
も
低
率
と
な
る
か
ら
、
そ
の
景

気
循
環
相
殺
的
効
果
も
幾
分
割
り
引
か
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
失
業
補
償
税
源
の
景
気
変
動
加
速
性
を
惹
起
せ
し
め

る
も
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
課
税
基
準
賃
金
額
の
要
因
な
の
で
あ
る
。
個
人
年
収
三
〇
〇
〇
ド
ル
を
限
度
と
す
る
課
税
基
準
の
固
定
性
と
低

水
準
へ
の
停
滞
は
、
保
険
財
政
の
規
模
拡
大
や
保
険
給
付
の
内
容
改
善
を
さ
ま
た
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、
景
気
補
整
機
能
の
視
点
か
ら
再

考
し
て
も
、
経
験
料
率
制
と
同
様
の
逆
行
的
効
果
を
う
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
試
み
に
失
業
保
険
適
用
業
種
の
平
均
賃
金
額
を
み
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

一
九
五
八
年
と
か
一
九
六
一
年
の
不
況
年
度
で
さ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
年
収
約
四
五
〇
〇
ド
ル
お
よ
ぴ
約
四
九
〇
〇
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。
景

気
循
環
に
よ
る
雇
用
者
数
と
賃
金
水
準
の
変
動
は
、
雇
主
の
賃
金
支
払
総
額
の
増
減
を
も
た
ら
す
が
、
こ
の
う
ち
個
人
年
収
三
〇
〇
〇
ド

ル
以
上
の
免
税
賃
金
部
分
に
は
、
そ
の
振
幅
に
一
切
の
制
限
が
な
い
の
に
た
い
し
て
、
年
収
三
〇
〇
〇
ド
ル
の
上
限
を
画
さ
れ
た
課
税
賃

金
部
分
は
、
前
者
よ
り
も
景
気
波
動
の
影
響
を
う
け
る
こ
と
が
少
い
。
そ
こ
で
、
か
り
に
経
験
料
率
制
の
不
適
用
を
仮
定
し
て
、
不
変
的

な
賃
金
支
払
税
率
の
適
用
を
前
提
と
し
た
揚
合
で
あ
っ
て
も
、
た
と
え
ば
ブ
ー
ム
に
お
け
る
雇
主
の
賃
金
支
払
総
額
の
増
大
は
、
主
と
し

て
免
税
賃
金
部
分
の
増
加
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
り
、
課
税
賃
金
部
分
は
被
保
険
者
数
の
変
動
だ
け
の
増
幅
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
，

少
く
と
も
総
所
得
の
景
気
的
上
昇
に
比
例
す
る
程
度
に
ま
で
、
失
業
補
償
税
の
税
源
と
税
収
入
の
増
大
を
期
待
し
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。

逆
に
リ
セ
ソ
シ
日
ン
に
さ
い
し
て
は
、
同
じ
く
メ
リ
ッ
ト
制
の
不
採
用
を
前
提
と
し
て
も
、
雇
主
の
減
少
し
た
賃
金
支
払
総
額
の
う
ち
、



好
況
期
に
く
ら
べ
て
相
対
的
に
大
き
い
比
重
を
占
め
る
賃
金
部
分
が
課
税
の
対
象
に
な
り
、
景
気
波
動
に
よ
る
総
所
得
の
低
下
に
比
例
す

る
だ
け
の
失
業
補
償
税
の
収
入
減
を
、
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
好
況
期
の
税
収
増
、
不
況
期
の
税
収
減
と
い
う
一
般

租
税
の
自
動
安
定
化
作
用
は
、
失
業
補
償
税
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
非
伸
縮
的
で
狭
隆
な
課
税
基
準
額
の
た
め
に
、
安
定
的
な
税
率

の
維
持
と
い
う
仮
定
の
も
と
で
さ
え
、
き
わ
め
て
弱
体
化
さ
れ
た
様
相
を
呈
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
し
て
現
実
に
は
、
経
験
料
率
制
が

採
用
さ
れ
て
右
の
仮
定
を
撤
去
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
こ
に
生
ず
る
失
業
補
償
税
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は
、
ブ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
総
、

所
得
増
大
ー
免
税
所
得
の
相
対
的
増
加
－
税
率
低
下
－
税
収
入
減
少
の
道
を
と
り
、
逆
に
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
さ
い
に
は
、
総
所
得
減
少
－

課
税
所
得
の
相
対
的
増
加
－
税
率
上
昇
－
税
収
入
増
加
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
、
景
気
変
動
を
い
ち
じ
る
し
く
加
速
化
す
る
も
の
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
課
税
基
準
賃
金
額
の
低
水
準
へ
の
固
定
性
は
、
こ
の
税
源
規
定
要
因
を
も
ま
た
、
自
動
不
安
定
装
置
に
転
化
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
（
1
4
）
q
あ
』
ξ
Φ
き
。
二
富
9
霧
毯
ヤ
8
』
壁
一
8
い
も
』
遷
よ
り
概
算
Q

　
以
上
の
よ
う
な
税
率
決
定
面
で
の
経
験
料
率
制
、
税
源
規
定
面
で
の
課
税
基
準
の
非
伸
縮
性
が
、
景
気
循
環
加
速
的
な
変
動
傾
向
を
内

蔵
し
て
い
る
と
い
う
帰
結
は
、
こ
れ
ま
で
第
九
表
で
、
さ
ら
に
は
第
一
表
で
概
観
し
た
よ
う
な
失
業
補
償
税
の
収
入
総
額
の
景
気
補
整
的

変
動
傾
向
の
指
摘
と
、
念
の
た
め
関
連
を
つ
け
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
失
業
補
償
税
収
入
の
絶
対
額
は
そ
の
税
率
と
税
源
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
規
定
要
因
に
は
経
験
料
率
制
と
課
税
基
準
の
ご
と
き
自
動
不
安
定
装
置
化
の
契
機
が
内
包
さ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
税
率
と
税
源
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
数
量
的
に
現
象
化
し
た
税
収
入
総
額
は
、
ほ
ぼ
好
況
期
の
収
入
増
、
不
況
期
の
収

入
減
、
と
い
う
景
気
循
環
相
殺
的
な
変
動
傾
向
に
近
い
動
き
を
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
現
象
は
同
時
に
、
景
気
循
環
加

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
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一
二
〇

速
的
な
自
動
不
安
定
装
置
の
存
在
自
体
と
矛
盾
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
好
況
期
を
例
に
と
れ
ば
、
免
税
所

得
の
相
対
的
増
加
と
税
率
の
軽
減
と
い
う
景
気
加
速
的
要
因
の
作
用
に
よ
り
、
現
実
の
税
収
額
は
景
気
上
昇
に
比
例
す
る
だ
け
の
税
収
可

能
額
よ
り
も
、
か
な
り
減
税
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
他
の
規
定
要
因
と
し
て
の
被
保
険
者
数
の
増
加
は
、
課
税
所
得
の
総
所
得
中
で

占
め
る
相
対
的
な
比
重
低
下
を
補
な
い
、
か
つ
景
気
循
環
の
振
幅
よ
り
も
相
対
的
に
小
幅
で
あ
る
と
は
い
え
、
課
税
所
得
の
絶
対
額
を
増

大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
課
税
賃
金
総
額
の
絶
対
的
上
昇
こ
そ
が
、
軽
減
税
率
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
も
、
な
お
実
際
上
の
税
収
入
総

額
を
増
加
さ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
か
か
る
結
果
を
現
象
さ
せ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
税
率
と
課
税
基
準
と
い
う
景
気
加
速
的

要
因
と
、
被
保
険
者
数
と
い
う
景
気
補
整
的
要
因
と
の
相
殺
関
係
で
あ
り
、
現
行
失
業
保
険
制
度
の
適
用
範
囲
や
受
給
資
楕
の
規
定
が
不

完
全
性
を
の
こ
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
保
険
者
数
の
要
因
が
も
つ
景
気
安
定
化
効
果
が
、
他
の
二
要
因
の
不
安
定
化
効
果
を
凌

駕
し
た
所
産
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
高
率
失
業
が
累
積
し
、
被
保
険
者
数
の
伸
ぴ
悩
み
が
あ
ら
わ
れ
れ
ば
、
好
況
期

で
も
保
険
財
政
収
支
の
赤
字
が
顕
在
化
す
る
揚
合
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。
失
業
補
償
税
収
入
の
絶
対
額
が
好
況
期
に
増
税
傾
向
を
た
ど
る

場
合
が
多
か
っ
た
事
情
は
、
失
業
補
償
税
が
総
所
得
の
小
部
分
に
、
軽
い
税
率
で
適
用
さ
れ
て
も
、
被
保
険
者
数
の
拡
大
に
ょ
っ
て
、
税

収
入
絶
対
額
を
結
果
的
に
増
大
さ
せ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
、
総
所
得
上
昇
－
免
税
所
得
の
相
対
的
増
大
－
課
税
所
得
の

相
対
的
減
少
－
税
率
の
低
下
－
税
収
入
の
減
少
傾
向
、
と
い
う
景
気
循
環
加
速
的
機
能
は
、
そ
の
ま
ま
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
た
だ
被
保
険

者
数
と
い
う
相
殺
要
因
が
、
右
の
図
式
の
最
終
部
分
に
あ
た
る
税
収
入
減
少
の
傾
向
や
可
能
性
を
、
統
計
数
字
上
の
差
し
引
き
計
算
の
結

果
、
現
実
化
さ
せ
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
前
掲
の
第
十
二
表
や
第
十
一
表
を
回
顧
し
て
、
失
業
補
償
税
の
課
税
基
準

賃
金
額
が
、
全
適
用
業
種
の
賃
金
支
払
総
額
の
六
〇
％
前
後
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
現
実
と
か
、
各
州
平
均
の
失
業
補
償
税
率
が
基
準
保



険
料
率
二
・
七
％
の
七
〇
％
程
度
に
低
下
し
て
い
る
現
実
を
参
照
す
れ
ば
、
メ
リ
ッ
ト
制
の
軽
減
税
率
と
課
税
基
準
の
非
伸
縮
性
が
廃
止

さ
れ
た
仮
定
の
も
と
に
お
け
る
飛
躍
的
な
税
収
増
の
可
能
性
は
、
容
易
に
推
測
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
現
実
に
は
こ
の
仮
定

を
無
効
化
す
る
二
つ
の
自
動
不
安
定
装
置
の
存
在
が
、
右
の
徴
税
可
能
額
に
く
ら
べ
て
現
実
の
税
収
額
を
、
い
ち
じ
る
し
く
削
減
し
つ
つ

あ
る
傾
向
も
、
推
定
し
う
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
好
況
期
に
つ
い
て
の
現
象
解
析
は
、
そ
の
ま
ま
不
況
期
に
も
妥
当
す
る
。
不
況
期
に
お
け
る
失
業
補
償
税
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
、
減
少
し
た
総
所
得
の
う
ち
高
い
比
重
を
占
め
る
部
分
に
、
璽
税
を
適
用
す
る
と
い
う
景
気
変
動
加
速
的
機
能
を
は
た
し
て
い
く
が
、

同
時
に
被
保
険
者
数
の
縮
小
に
よ
る
相
殺
効
果
も
進
行
し
、
結
果
的
に
は
税
収
入
絶
対
額
も
ま
た
多
く
の
揚
合
削
減
さ
れ
る
傾
向
を
た
ど

り
、
そ
こ
に
税
収
入
総
額
の
景
気
循
環
相
殺
的
な
変
動
現
象
を
、
実
際
上
は
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、

リ
セ
ソ
シ
ョ
ン
期
に
お
け
る
失
業
補
償
税
収
入
の
景
気
不
安
定
化
機
能
、
す
な
わ
ち
総
所
得
減
少
ー
課
税
所
得
の
相
対
的
増
加
－
税
率
上

昇
ー
税
収
増
大
の
可
能
性
は
、
現
実
の
税
収
入
絶
対
額
の
減
少
傾
向
と
の
間
に
、
や
は
り
矛
盾
や
対
立
を
ふ
く
む
も
の
で
は
あ
り
え
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
税
率
を
規
定
す
る
メ
リ
ッ
ト
制
と
、
税
源
を
規
定
す
る
課
税
基
準
の
二
要
因
が
、
景
気
循
環
加
速
化
の
積
秤

で
あ
る
と
の
認
識
は
、
裏
が
え
し
て
い
え
ば
、
失
業
保
険
の
財
政
収
入
に
景
気
補
整
的
機
能
を
強
化
す
る
方
途
を
、
確
認
す
る
意
味
を
も

っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
精
神
的
・
政
治
的
風
土
か
ら
み
て
、
現
状
修
正
策
の
実
現
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
の
評
価
は
別
と
し
て
、
ビ
ル

ト
・
イ
ン
・
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
i
論
か
ら
の
理
論
的
帰
結
と
し
て
は
、
第
一
に
経
験
料
率
制
の
か
わ
り
に
、
税
率
の
不
変
性
を
維
持
す
る
方

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

策
が
提
唱
さ
れ
よ
う
。
失
業
補
償
税
が
一
般
租
税
の
ご
と
く
税
率
の
安
定
性
を
保
ち
、
不
況
期
に
は
自
動
的
な
税
収
減
、
好
況
期
に
は
自

然
発
生
的
な
税
収
増
を
は
か
る
途
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
経
済
安
定
化
効
果
の
優
先
に
よ
っ
て
、
保
険
財
政
上
の
収
支
不
均
衡
は
、

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
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一
二
二

景
気
の
上
下
波
動
．
こ
と
に
拡
大
さ
れ
よ
う
が
、
財
政
収
支
の
つ
り
合
い
は
、
現
行
の
実
績
料
率
制
の
ご
と
く
景
気
上
昇
期
と
下
降
期
が
到

来
す
る
た
ぴ
に
、
た
え
ず
収
支
の
均
衡
化
を
は
か
る
方
式
で
は
な
く
、
一
つ
の
景
気
波
動
の
全
期
間
に
ま
た
が
っ
て
、
好
況
期
の
余
剰
と

不
況
期
の
赤
字
を
均
衡
さ
せ
る
と
い
う
方
式
で
、
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
つ
の
景
気
波
動
全
体
を
つ
う
じ
て
財
政
収
支
を
調
整

す
る
必
要
上
、
失
業
補
償
税
率
の
改
訂
が
生
ず
る
と
し
て
も
、
そ
の
税
率
変
更
は
全
雇
主
に
均
等
な
フ
ラ
ッ
ト
・
レ
ー
ト
で
の
増
減
方
式

　
　
（
1
6
）

で
あ
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
高
雇
用
水
準
期
に
お
け
る
州
失
業
基
金
の
蓄
積
と
、
低
雇
用
水
準
期
に
お
け
る
基
金
の
取
り
く
ず
し
、
と
い
う

景
気
変
動
相
殺
効
果
は
典
型
的
に
保
持
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
（
1
5
）
　
U
o
の
け
①
び
o
や
9
け
こ
b
や
N
ω
｝
o
o
弁

　
（
1
6
）
　
≦
葺
昼
日
国
や
げ
賃
脅
名
は
げ
弩
い
0
9
Φ
P
留
。
一
亀
ω
8
ξ
一
蔓
－
即
o
讐
讐
一
ω
｝
ギ
○
び
一
〇
密
ω
、
簿
区
b
o
ぎ
一
①
即
国
o
日
Φ
乏
o
o
9
一
8
ρ
や

　
　
駆
0
8
，

第15表平均保険料率
　　の安定例　1951－60

年度 ウイスコ
シン

アリゾナ

％ ％
1951 0．87 1．68

1952 0．90 1．54

1953 088 1．23

1954 0．84 1．26

1955 1．01 1．27

1956 1．07 1．33

1957 1．10 1．35

1958 1．09 1．34

1959 1．07 1．26

1960 1．40 1．30

　
こ
の
よ
う
に
、
各
雇
主
に
た
い
す
る
メ
リ
ッ
ト
制
の
廃
止
に
ま
で
い
た
ら
な

く
て
も
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
や
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
実
践
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
、

経
験
料
率
制
と
安
定
税
率
制
と
を
、
両
立
さ
せ
る
試
み
も
あ
り
え
よ
う
。
第
十

（
1
7
）

五
表
の
ご
と
く
、
右
二
州
に
お
け
る
平
均
保
険
料
率
は
、
景
気
の
波
に
か
か
わ

り
な
く
、
ほ
ぼ
安
定
し
た
料
率
を
た
も
っ
て
い
る
。
そ
の
制
度
的
工
夫
を
、
ま

ず
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
か
ら
み
れ
ば
、
一
九
五
一
年
お
よ
ぴ
一
九
五
八
年
の
改

正
州
法
に
よ
り
、
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
各
雇
主
の
税
率
引
き
上
げ
の
振



幅
を
お
さ
え
る
た
め
に
、
州
失
業
基
金
が
最
低
目
標
残
高
以
下
に
ま
で
取
り
く
ず
さ
れ
な
い
と
い
う
限
度
内
で
、
不
況
に
よ
り
被
保
険
者

へ
の
賃
金
支
払
総
額
が
前
年
度
に
く
ら
べ
て
一
定
率
以
上
激
減
し
た
揚
合
、
な
い
し
保
険
給
付
支
出
総
額
が
一
定
額
以
上
に
急
増
し
た
揚

合
に
は
、
基
準
税
率
表
ど
お
り
の
税
率
上
昇
を
行
な
わ
ず
、
別
個
の
軽
減
税
率
表
を
適
用
し
て
、
リ
セ
ソ
シ
ョ
ン
に
よ
る
税
率
上
昇
幅
を

抑
制
し
う
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
ア
リ
ゾ
ナ
州
で
は
、
一
九
五
三
年
以
降
、
州
平
均
税
率
を
一
．
三
％
程
度
と
あ
ら
か
じ
め

予
定
し
、
好
況
や
不
況
に
さ
い
し
て
は
正
常
時
の
経
験
料
率
制
よ
り
も
増
減
幅
の
少
い
特
殊
税
率
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
の
州

平
均
保
険
料
率
が
つ
ね
に
右
の
目
標
税
率
の
近
辺
へ
落
付
く
よ
う
に
操
作
し
つ
つ
あ
る
。
も
と
よ
り
、
個
別
企
業
に
た
い
す
る
税
率
は
、

メ
リ
ッ
ト
制
の
影
響
で
大
き
な
格
差
を
ふ
く
ん
で
い
る
が
、
経
験
料
率
制
の
も
つ
景
気
変
動
加
速
的
効
果
を
排
除
す
る
た
め
に
は
、
右
二

州
に
お
け
る
税
率
安
定
化
の
試
み
が
、
一
つ
の
理
論
的
指
針
を
あ
た
え
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
経
験
料
率
制
を
一
挙
に
廃
止

す
る
困
難
を
回
避
し
な
が
ら
、
こ
の
雇
主
別
メ
リ
ッ
ト
制
に
景
気
補
整
機
能
を
付
与
し
よ
う
と
す
る
部
分
的
修
正
策
は
、
景
気
循
環
に
対

応
す
る
平
均
的
な
税
率
変
動
を
極
少
化
す
る
道
で
あ
る
。
そ
の
具
体
策
と
し
て
は
、
景
気
波
動
に
と
も
な
う
顕
著
な
雇
用
変
動
に
さ
い
し

て
、
右
二
州
の
ご
と
く
特
殊
な
軽
減
税
率
表
を
適
用
す
る
試
み
が
有
効
な
ば
か
り
で
な
く
、
各
州
の
経
験
料
率
制
が
定
め
た
最
低
税
率
や

最
高
税
率
の
規
定
に
も
、
制
度
的
な
反
省
の
余
地
が
の
こ
さ
れ
て
い
よ
う
。
一
九
五
八
年
一
月
現
在
で
、
全
国
各
州
の
法
定
最
低
税
率
の

格
差
を
み
れ
ば
、
十
四
州
に
お
け
る
税
率
O
％
の
規
定
か
ら
、
・
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
州
の
丁
三
％
ま
で
の
格
差
が
あ
り
、
ま
た
法
定

最
高
税
率
に
つ
い
て
は
、
十
二
州
が
採
用
す
る
法
定
基
準
税
率
二
・
七
％
よ
り
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
と
、
・
・
シ
ガ
ン
州
の
四
．
○
％
に
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

る
ま
で
、
大
き
な
開
き
が
存
在
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
少
く
と
も
好
景
気
下
の
税
率
が
ゼ
・
と
か
、
ゼ
ロ
に
近
い
軽
減
税
率
を
と
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
失
業
保
険
財
政
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
か
ら
み
て
も
、
当
面
の
税
率
変
動
幅
の
縮
小
と
い
う
要
請
か
ら
い
っ
て

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
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一
二
四

も
、
き
わ
め
て
疑
問
視
さ
れ
る
べ
き
規
定
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
1
7
）
　
U
Φ
ω
8
お
o
や
9
f
サ
認
’

　
（
1
8
）
　
d
，
ψ
ω
ロ
円
＄
ロ
o
胤
国
田
覧
o
曳
日
o
暮
の
o
o
仁
詠
蔓
一
〇
℃
■
o
一
け
こ
弓
や
N
P
＆
．

　
第
二
に
、
ビ
ル
ト
・
イ
ン
・
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
論
か
ら
帰
結
さ
れ
る
現
状
修
正
案
は
、
個
人
年
収
三
〇
〇
〇
ド
ル
を
限
度
と
す
る
課
税

基
準
賃
金
額
の
引
き
上
げ
で
あ
る
。
課
税
基
準
の
非
伸
縮
性
が
必
然
化
す
る
経
済
不
安
定
化
作
用
を
緩
和
す
る
に
は
、
現
行
制
度
の
も
と

に
お
け
る
よ
う
に
、
好
況
期
に
賃
金
支
払
総
額
の
ま
す
ま
す
大
き
な
部
分
が
免
税
と
な
っ
た
り
、
沈
滞
期
に
総
賃
金
の
う
ち
高
い
比
重
を

占
め
る
部
分
が
、
重
税
を
課
せ
ら
れ
た
り
す
る
傾
向
を
、
逆
転
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
失
業
補
償
税
の
課
税
基
準
賃
金
額

が
、
た
と
え
ぱ
連
邦
制
の
老
齢
者
・
遺
族
保
険
税
の
揚
合
の
ご
と
く
、
個
人
年
収
四
八
O
O
ド
ル
程
度
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

老
齢
者
・
遺
族
保
険
税
の
被
課
税
所
得
総
額
が
、
そ
の
被
保
険
者
全
体
の
所
得
総
額
の
八
○
％
内
外
に
達
し
つ
つ
あ
る
の
と
同
様
に
、
失

業
保
険
税
も
ま
た
、
そ
の
適
用
業
種
に
お
け
る
賃
金
支
払
総
額
の
高
い
比
重
部
分
を
と
ら
え
う
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
景
気
循
環

に
対
応
す
る
総
所
得
の
変
動
方
向
と
平
行
し
て
、
失
業
保
険
税
の
税
源
も
、
や
は
り
景
気
補
整
的
な
伸
縮
性
を
拡
大
す
る
と
み
ら
れ
る
。

失
業
補
償
税
収
入
の
景
気
変
動
相
殺
的
効
果
は
、
以
上
の
よ
う
な
税
率
の
面
で
の
経
験
料
率
制
と
、
税
源
の
面
で
の
固
定
的
な
課
税
基
準

と
を
、
手
な
お
し
す
る
こ
と
に
よ
り
回
復
さ
れ
る
と
と
も
に
、
や
は
り
基
本
的
に
は
、
失
業
保
険
財
政
収
入
面
に
お
い
て
も
連
邦
制
の
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

入
強
化
が
、
幾
多
の
方
式
で
提
唱
さ
れ
う
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
失
業
補
償
税
率
の
水
準
、
経
験
料
率
制
の
税

率
振
幅
、
課
税
基
準
賃
金
額
、
各
州
失
業
基
金
の
リ
ザ
ー
ブ
最
低
額
な
ど
に
つ
い
て
、
連
邦
最
低
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
あ
る

い
は
各
州
基
金
の
格
差
を
是
正
し
た
り
、
不
況
の
打
撃
で
基
金
の
枯
渇
し
た
諸
州
を
重
点
的
に
救
済
す
る
た
め
に
、
失
業
補
償
税
の
国
庫



収
入
比
率
を
拡
大
し
、
連
邦
補
助
金
制
や
連
邦
再
保
険
制
を
、
加
味
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
．
さ
ら
に
は
、
前
記
の
ガ
ル
ブ
レ
ー
ス
案
の

．
こ
と
く
、
景
気
変
動
調
整
向
け
の
連
邦
制
失
業
補
償
を
、
州
営
失
業
保
険
と
は
別
個
に
制
定
し
、
景
気
循
環
に
ま
き
こ
ま
れ
た
州
営
失
業

保
険
財
政
収
入
の
変
動
幅
を
、
連
邦
財
政
に
よ
っ
て
補
整
し
て
い
く
構
想
も
、
理
論
的
に
は
提
唱
に
値
い
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
9
）
　
q
’
ω
，
国
霞
雷
ロ
9
爵
Φ
O
⑦
塁
ロ
の
闇
o
や
9
£
一
8
ρ
や
鵠
P
よ
り
概
算
。

　
（
2
0
）
○
い
閏
筈
。
吋
欝
O
o
冨
p
o
b
り
。
F
竈
●
ま
一
～
曾

四
　
失
業
補
償
税
の
企
業
安
定
化
機
能

　
失
業
補
償
税
収
入
の
経
済
的
機
能
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
景
気
変
動
加
速
性
を
め
ぐ
る
反
省
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
個
別
企

業
の
雇
用
変
動
や
競
争
条
件
に
た
い
し
て
も
、
そ
の
安
定
化
要
因
た
り
う
る
か
否
か
の
論
議
が
、
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
論
議
の
焦
点
を
な
す
も
の
は
、
こ
こ
で
も
経
験
料
率
制
な
い
し
メ
リ
ッ
ト
料
率
制
の
経
済
的
効
果
で
あ
る
。
経
験
料
率
制
に
よ
り

各
雇
主
の
雇
用
安
定
度
に
応
じ
た
失
業
補
償
税
率
の
増
減
を
行
う
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
つ
ぎ
の
二
つ
の
目
的
や
意
図
に
そ
う
も
の
と
し
て
、

主
に
雇
主
陣
営
よ
り
広
汎
な
支
持
を
う
け
て
き
た
。
そ
の
支
持
理
由
と
は
、
第
一
に
、
軽
減
保
険
料
率
の
適
用
可
能
性
を
つ
う
じ
て
、
各

雇
主
に
雇
用
安
定
化
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
あ
た
え
る
意
義
で
あ
り
、
第
二
に
、
各
企
業
に
お
け
る
失
業
者
発
生
と
い
う
社
会
的
費
用
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

そ
の
発
生
責
任
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
失
業
の
コ
ス
ト
を
企
業
間
に
配
分
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
、
と
い
う
思
考
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
雇
主
層
に
流
れ
る
個
人
主
義
的
思
考
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
生
産
物
の
生
産
に
内
在
的
な
コ
ス
ト
は
、
そ
の
生
産
物
価

格
に
の
み
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
、
他
の
生
産
物
生
産
に
よ
り
補
償
さ
れ
た
り
、
他
へ
転
嫁
さ
れ
た
り
す
ぺ
き
で
は
な
い
と
い
う
伝
統
的
な

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
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一
二
六

経
済
観
、
あ
る
い
は
、
失
業
の
コ
ス
ト
を
各
企
業
で
尻
ぬ
ぐ
い
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
失
業
そ
れ
自
体
の
減
少
を
は
か
る
と
い
う
大
義
名

分
的
な
思
考
も
、
字
句
の
上
で
は
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
そ
の
背
後
に
は
、
の
ち
に
再
説
す
る
ご
と
く
、
雇
用
の
安
定
性
と

労
働
節
約
性
の
点
で
優
位
を
し
め
る
大
規
模
企
業
の
雇
主
層
が
、
止
む
を
え
ざ
る
悪
と
し
て
の
失
業
補
償
の
税
負
担
を
、
雇
用
の
不
安
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
低
賃
金
産
業
あ
る
い
は
弱
小
企
業
の
雇
主
層
に
可
及
的
に
転
嫁
す
る
意
図
か
ら
、
経
験
料
率
制
支
持
の
旗
印
を
か
か
げ
て
い
る
と
言
い

な
お
す
方
が
、
妥
当
な
事
情
も
か
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
と
も
か
く
も
メ
リ
ッ
ト
制
の
め
ざ
す
二
つ
の
目
的
な
る
も
の
が
、
前
記
の

ご
と
き
一
般
化
さ
れ
た
表
現
で
語
ら
れ
る
揚
合
が
多
い
か
ぎ
り
、
そ
の
観
点
に
沿
っ
た
経
済
的
機
能
の
再
吟
味
も
ま
た
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　
（
－
）
冒
ぎ
9
巨
露
ご
F
ρ
》
二
げ
畦
差
臣
p
霧
簿
浮
二
悶
6
匿
け
扇
8
8
巨
g
旨
の
8
巨
確
。
巨
q
ー
り
・
呂
審
巳
即
一
く
器

　
　
ツ
n
塞
再
①
。
・
言
巴
旨
国
。
8
。
巨
。
冒
の
Φ
9
三
9
客
ざ
一
。
ω
ざ
唱
8
マ
。
。
■
差
一
一
善
ロ
田
び
Φ
『
勲
一
く
菩
自
い
o
。
冨
p
ω
。
。
巨
ω
Φ
自
，

　
　
吋
一
蔓
ー
ギ
o
讐
彗
・
ρ
即
・
げ
一
。
目
の
』
旨
ぎ
一
一
。
一
8
国
・
旨
Φ
君
。
負
這
ひ
ρ
唱
』
。
。
7
ω
・

　
（
2
）
田
。
蜜
鼠
》
。
ピ
Φ
ω
§
＼
旨
①
国
8
8
巨
8
。
h
d
塗
起
一
。
思
β
①
旨
○
。
ヨ
℃
魯
婁
凶
。
p
b
旨
8
け
。
p
一
8
N
も
℃
・
8
ム
。
一
㍉
。
。
～
p

　
ま
ず
経
験
料
率
制
は
各
企
業
の
雇
用
安
定
化
と
失
業
防
止
の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
た
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
可
能
性
の
有
無

は
、
各
雇
主
が
自
己
の
傘
下
に
所
属
し
て
い
る
労
働
者
の
失
業
者
化
を
、
ど
の
程
度
コ
ン
ト
・
ー
ル
し
う
る
か
、
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ

の
設
問
に
た
い
す
る
解
答
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
．
こ
と
く
、
失
業
の
発
生
原
因
が
各
企
業
の
責
任
を
こ
え
た
労
働
市
揚
全
体
の
問
題
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
失
業
を
分
類
す
る
さ
い
に
、
摩
榛
的
・
季
節
的
・
景
気
的
・
技
術
的
と
い
う
発
生
原
因
別
の
分

類
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
現
段
階
の
ア
メ
リ
カ
失
業
問
題
は
次
第
に
景
気
的
・
技
術
的
失
業
の
様
相
を
強
め
つ
つ
あ
る
か
ぎ
り
、
大
多
数

の
失
業
は
少
く
と
も
各
雇
主
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
外
に
あ
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
と
同
様
に
、
現
代
の
高
率
失
業
の
累
積
傾



向
に
た
い
す
る
失
業
防
止
策
に
し
て
も
、
雇
主
個
人
の
解
雇
抑
制
・
通
称
羽
ぶ
と
ん
胤
雷
跨
零
訂
邑
ぎ
の
と
よ
ば
れ
る
過
剰
雇
用
・
配

置
転
換
・
再
訓
練
に
は
限
ら
れ
た
効
果
し
か
期
待
し
え
ず
、
基
本
的
に
は
国
民
経
済
の
成
長
率
不
足
と
、
ベ
ビ
ー
・
ブ
ー
ム
に
よ
る
新
規

生
産
年
齢
人
口
の
飛
躍
的
増
大
と
に
、
対
処
す
ぺ
き
政
府
の
経
済
・
財
政
政
策
の
規
模
如
何
に
求
め
ら
れ
る
し
、
ま
た
景
気
循
環
の
振
幅

拡
大
と
技
術
革
新
の
開
発
テ
ン
ポ
に
、
対
応
せ
ん
と
す
る
国
家
の
景
気
補
整
政
策
や
技
能
労
働
力
開
発
計
画
の
程
度
如
何
に
よ
る
も
の
と

い
え
よ
う
。
個
別
企
業
の
な
し
う
る
失
業
規
制
と
は
、
せ
い
ぜ
い
摩
擦
的
・
季
節
的
失
業
の
枠
内
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
各
企
業
へ
の
税
率
操
作
に
よ
っ
て
失
業
抑
制
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
、
創
出
し
う
る
か
の
ご
と
く
構
想
す
る
こ
と
は
、
機
能

的
に
無
効
な
試
み
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
か
え
っ
て
意
図
せ
ざ
る
悪
弊
、
す
な
わ
ち
各
企
業
の
税
率
軽
減
競
争
に
よ
る
失
業
補
償
財
政

の
規
模
縮
少
、
失
業
保
険
の
個
人
生
活
保
障
機
能
の
喪
失
、
そ
の
景
気
調
整
能
力
の
弱
体
化
を
も
た
ら
し
た
り
、
各
企
業
を
う
な
が
し
て
、

失
業
保
険
受
給
資
格
な
き
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
採
用
増
加
に
向
わ
せ
、
少
数
の
基
幹
労
働
者
の
雇
用
安
定
性
と
い
う
現
象
の
背
後
に
、

多
数
の
臨
時
工
の
就
業
不
安
定
性
を
、
隠
蔽
し
た
り
す
る
結
果
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
ら
の
結
果
は
、
雇
用
の
安
定
化
を
は
か
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

き
失
業
補
償
制
度
の
自
滅
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
（
3
）
一
、
β
讐
げ
亀
9
ゆ
一
こ
o
や
鼻
こ
窓
■
8
。
。
～
P
国
き
巽
卿
O
O
げ
①
戸
○
や
鼻
甲
も
や
N
。
。
一
～
N
●

　
つ
ぎ
に
、
経
験
料
率
制
が
失
業
コ
ス
ト
の
最
適
な
配
分
を
も
た
ら
す
と
い
う
思
考
も
、
失
業
の
発
生
を
、
各
雇
主
の
責
任
負
担
す
ぺ
き

企
業
コ
ス
ト
と
同
一
視
す
る
幻
想
で
あ
り
、
労
働
市
揚
の
全
般
的
所
産
を
、
各
企
業
の
個
別
的
責
任
に
の
み
帰
そ
う
と
す
る
無
理
が
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
主
張
は
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
の
労
働
者
災
害
補
償
制
度
≦
o
詩
目
雪
、
ω
O
o
ヨ
冨
塁
諄
一
8
か
ら
、
当
面

の
失
業
補
償
制
度
を
類
推
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
各
工
揚
内
の
作
業
条
件
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
労
働
災
害
は
、
ま
さ
し
く
雇

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
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の
経
済
安
定
化
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一
二
八

主
の
単
独
責
任
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
個
別
企
業
の
規
制
可
能
領
域
外
に
あ
る
失
業
の
発
生
ま
で
、
各
雇
主
の

コ
ス
ト
に
算
入
す
る
理
由
は
全
く
存
在
し
え
な
い
。
し
か
も
、
各
企
業
の
負
担
す
る
失
業
補
償
税
が
転
嫁
さ
れ
る
可
能
性
、
す
な
わ
ち
消

費
者
へ
の
前
転
な
い
し
労
働
者
へ
の
後
転
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
雇
主
に
と
っ
て
は
雇
用
安
定
化
や
社
会
的
コ
ス
ト
節
約
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
そ
れ
自
体
が
、
無
用
に
し
て
無
意
味
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
失
業
と
い
う
社
会
間
題
と
そ
の
コ
ス
ト
を
、
社
会
全
般
で
共
同
的

に
負
担
せ
ず
、
特
定
の
企
業
が
そ
の
費
用
を
重
点
的
に
割
当
て
ら
れ
た
り
、
そ
れ
の
負
担
を
免
除
さ
れ
た
り
す
る
構
想
は
、
租
税
負
担
の

不
公
平
と
い
う
倫
理
的
判
断
を
除
外
視
し
て
も
、
な
お
経
済
的
な
因
果
分
林
が
的
外
れ
で
あ
っ
た
と
の
批
判
を
、
ま
ぬ
か
れ
る
こ
と
は
で

　
（
4
）

き
な
い
。
個
別
企
業
に
と
っ
て
の
最
高
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
い
う
ま
で
も
な
く
利
潤
の
極
大
化
で
あ
り
、
こ
の
至
上
命
令
か
ら
み
れ
ぱ

如
何
な
る
課
税
も
コ
ス
ト
の
負
担
も
、
す
べ
て
極
少
化
し
た
い
の
が
自
明
の
理
で
あ
る
か
ら
、
も
し
失
業
の
費
用
や
犠
牲
を
個
別
企
業
の

メ
リ
ッ
ト
に
応
じ
て
責
任
負
担
さ
せ
る
、
と
い
う
指
導
原
則
を
今
後
と
も
貫
ぬ
き
な
が
ら
、
失
業
補
償
税
の
賦
課
を
調
整
し
て
い
こ
う
と

す
る
か
ぎ
り
、
全
雇
主
に
共
通
す
る
経
験
料
率
制
へ
の
適
応
態
度
と
は
、
決
し
て
雇
用
安
定
化
そ
れ
自
体
を
第
一
義
的
に
意
図
す
る
も
の

で
は
あ
り
え
ず
、
む
し
ろ
失
業
保
険
料
負
担
の
極
少
化
と
そ
の
制
度
的
骨
抜
き
と
に
、
全
精
力
を
傾
倒
す
る
だ
け
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い

で
あ
ろ
う
。
経
験
料
率
制
に
ま
つ
わ
る
既
存
の
二
つ
の
支
持
論
は
、
い
ず
れ
も
理
論
的
妥
当
性
と
実
践
的
有
効
性
を
、
期
待
し
う
る
も
の

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
ウ
ィ
ソ
ト
の
よ
う
に
経
験
料
率
制
の
雇
主
に
た
い
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
、
理
論
的
に
は
適
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
も
の
と
し
て
肯
定
し
、
た
ん
に
制
度
の
運
用
面
に
お
け
る
不
適
正
を
改
善
す
れ
ば
よ
い
、
と
み
な
す
妥
協
的
見
解
も
し
り
ぞ
け
ら
れ
ね

ぱ
な
ら
ぬ
。

　
（
4
）
6
賃
昏
巳
一
g
巴
こ
8
■
。
芦
サ
8
0
。
，
国
号
霞
勲
O
o
富
p
o
や
。
一
壁
博
電
』
。
。
N
～
納



　
（
5
）
臣
琶
目
国
ン
く
葺
①
あ
。
。
一
臥
の
9
邑
q
評
誘
需
。
馨
。
ω
闇
浮
島
β
ま
ρ
寧
N
。
。
轟
ふ
。

　
さ
ら
に
一
歩
す
す
ん
で
、
経
験
料
率
制
に
も
と
づ
く
税
率
の
変
動
が
、
は
た
し
て
制
度
的
仕
組
み
か
ら
い
っ
て
、
雇
主
の
経
験
や
メ
リ

ッ
ト
を
正
確
に
反
映
し
う
る
条
件
を
そ
な
え
て
い
る
か
否
か
も
、
検
討
を
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
第
一
の
問
題
点
は
、
各
州
の
経
験

料
率
算
出
方
式
の
相
違
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
三
三
州
で
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
る
リ
ザ
ー
ブ
率
方
式
器
器
嵩
甲
声
江
o
h
9
菖
巳
卑
、
す
な
わ

ち
各
雇
主
の
過
去
に
お
け
る
拠
出
総
額
か
ら
、
給
付
支
出
総
額
を
差
し
引
い
た
リ
リ
ザ
ー
ブ
額
を
、
数
年
間
に
わ
た
る
雇
主
の
被
課
税
賃

金
額
で
除
し
た
比
率
に
よ
っ
て
、
税
率
表
の
適
用
段
階
を
選
定
す
る
方
式
の
ほ
か
に
、
五
州
に
お
け
る
げ
窪
3
訂
暮
ご
方
式
、
六
州
に

お
け
る
げ
磐
。
津
，
≦
帥
α
q
o
－
β
江
o
方
式
、
一
州
に
お
け
る
8
白
℃
窪
鶏
三
甲
器
冨
声
寓
o
霧
方
式
、
六
州
に
お
け
る
冨
異
o
目
奉
ユ
碧
一
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

方
式
、
と
い
う
異
な
っ
た
諸
方
式
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
方
式
の
相
違
は
、
各
雇
主
ご
と
に
記
録
さ
れ
た
被
課
税
賃
金
額
、

失
業
保
険
料
拠
出
額
、
傘
下
労
働
者
へ
の
失
業
保
険
給
付
支
出
額
の
三
指
標
を
、
ど
の
よ
う
な
加
減
乗
除
関
係
に
組
み
合
わ
せ
る
か
、
の

差
異
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
り
に
一
定
業
種
の
企
業
に
お
け
る
一
定
量
の
雇
用
変
動
で
あ
っ
て
も
、
算
定
方
式
を
異
に
す
る

各
州
で
は
、
ち
が
っ
た
税
率
が
算
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
、
各
州
の
算
定
方
式
の
計
算
基
準
に
な
る
各
指
標
は
、
州
ご
と
に
い

ち
じ
る
し
く
内
容
が
相
違
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
一
口
に
被
課
税
賃
金
額
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
州
に
よ
っ
て
は
、
一
年
間
の
合

計
額
か
ら
三
年
な
い
し
五
年
に
わ
た
る
平
均
額
で
あ
っ
た
り
、
た
ん
に
離
職
者
だ
け
の
分
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
四
半
期
や
一
年
ご
と

の
変
動
比
率
を
意
味
し
た
り
す
る
揚
合
が
あ
る
。
他
の
指
標
で
あ
る
拠
出
額
に
せ
よ
、
給
付
支
払
額
に
せ
よ
、
各
州
法
の
規
定
に
は
同
様

に
重
大
な
内
容
差
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
右
三
指
標
の
異
な
っ
た
内
容
と
、
異
な
っ
た
組
み
合
わ
せ
方
式
の
結
果
、
税
率
適

用
の
尺
度
と
し
て
現
実
に
算
出
さ
れ
る
数
値
は
、
各
雇
主
の
メ
リ
ッ
ト
を
判
定
す
る
尺
度
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
州
別
絡
差
を
反
映
し

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
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一
三
〇

す
ぎ
た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
右
五
種
類
の
算
出
方
式
に
も
と
づ
い
て
各
雇
主
の
税
率
を
選
定
す
る
揚
合
に
も
、
各
州
の
税

率
表
の
且
ハ
体
的
な
構
成
内
容
は
、
前
記
の
ご
と
く
最
低
税
率
と
最
高
税
率
の
法
定
数
値
に
、
格
段
の
開
き
を
も
つ
ば
か
り
で
な
く
、
最
育
同

率
と
最
低
率
の
中
間
に
設
け
ら
れ
た
段
階
的
な
税
率
区
分
も
、
州
に
よ
っ
て
は
五
段
階
区
分
よ
り
二
〇
段
階
区
分
ま
で
の
差
異
が
ふ
く
ま

れ
て
以
紀
。
だ
か
ら
、
か
り
に
同
一
産
業
・
同
一
業
種
・
同
一
規
模
の
各
個
別
企
業
で
、
同
一
振
幅
量
の
雇
用
変
動
が
発
生
し
た
と
し
て

も
、
各
企
業
が
州
を
異
に
す
る
か
ぎ
り
、
適
用
さ
れ
る
各
企
業
の
税
率
が
近
似
値
を
と
る
と
い
う
保
証
は
、
全
く
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

各
雇
主
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
経
験
料
率
制
の
意
図
に
反
し
て
、
ほ
と
ん
ど
税
率
の
動
き
に
は
比
例
的
に
表
現
さ
れ
な
い
、
と
い
っ
て
も
過
一
一
一
・

で
は
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
各
企
業
の
雇
用
と
失
業
の
変
動
経
験
が
、
個
別
経
済
主
体
の
単
独
責
任
で
発
生
す
る
揚
合
は
少
い
と
い
い

う
る
か
ら
、
右
の
税
率
算
定
諸
方
式
に
ふ
く
ま
れ
た
被
課
税
賃
金
額
、
保
険
給
付
支
出
額
、
保
険
料
拠
出
額
の
い
ず
れ
の
指
標
に
せ
よ
、

各
雇
主
の
コ
ン
ト
・
i
ル
し
う
る
可
能
性
は
極
限
さ
れ
て
い
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ら
三
指
標
の
計
算
内
容
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
税
率
算
定
方
式
、
さ
ら
に
は
適
用
税
率
表
の
税
率
変
動
幅
の
ご
と
き
諸
要
因
は
、
各
州
法
で
基
本
的
な
枠
を
法
定
さ
れ
て
お
り
、
各
雇

主
の
努
力
や
メ
リ
ッ
ト
に
よ
っ
て
こ
の
枠
自
体
を
左
右
す
る
余
地
は
、
全
然
の
こ
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
6
）
o
，
ψ
浮
馨
。
臣
暑
一
。
旨
①
暮
の
Φ
§
芽
る
・
暑
節
馨
・
。
隔
ω
5
8
ぎ
①
コ
一
暑
旨
。
暮
H
・
の
β
吋
葬
・
。
。
ピ
騨
～
＜
・
D
器
。
二
§
貸
一
艶
↓
》
、
ど

　
　
一
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頓
o
o
魍
～
＜
霧
げ
ぎ
讐
P
一
3
0
0
”
b
や
N
令
～
Q
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（
7
）
H
注
α
‘
℃
■
参

　
各
雇
主
の
実
績
と
失
業
補
償
税
の
適
用
税
率
と
の
間
に
比
例
性
を
欠
如
さ
せ
る
第
二
の
制
度
的
な
問
題
点
は
、
経
験
料
率
制
に
よ
る
税

率
軽
減
を
実
施
し
う
る
必
要
条
件
と
し
て
、
各
州
失
業
基
金
が
ミ
ニ
マ
ム
・
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
規



定
か
ら
の
影
響
で
あ
る
。
各
州
法
に
よ
る
基
金
最
低
残
高
の
法
定
は
、
ド
ル
建
て
の
一
定
額
、
失
業
保
険
給
付
総
額
に
た
い
す
る
一
定
比

率
、
失
業
保
険
拠
出
総
額
と
比
較
し
た
一
定
比
率
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
併
用
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
、
こ
の
最
低
残
高
に
ま
で

各
州
基
金
が
取
り
く
さ
ず
れ
た
揚
合
に
は
、
基
準
税
率
二
・
七
％
へ
復
帰
す
る
か
、
税
率
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
あ
る

い
は
最
低
残
高
が
明
文
化
さ
れ
な
く
と
も
、
各
州
基
金
の
増
減
に
対
応
し
て
、
税
率
の
高
低
差
の
あ
る
二
種
以
上
の
税
率
表
を
、
選
択
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

用
す
る
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
規
定
は
、
各
雇
主
の
雇
用
実
績
が
い
か
な
る
状
態
で
あ
ろ
弘
と
も
、
そ
れ
と
は
無
関
係
な

各
州
失
業
基
金
の
収
支
如
何
に
よ
っ
て
、
個
別
企
業
全
体
の
税
率
が
上
下
す
る
結
果
を
う
む
こ
と
に
な
る
。
州
失
業
基
金
の
バ
ラ
ン
ス
は
、

各
州
に
お
け
る
失
業
率
の
格
差
、
再
就
職
の
可
能
性
の
大
小
、
各
州
の
失
業
保
険
制
度
が
独
自
的
に
規
定
す
る
適
用
範
囲
・
受
給
資
格
・

給
付
単
位
・
支
給
期
間
・
拠
出
税
率
・
経
験
料
率
算
定
方
式
の
相
違
、
な
ど
に
よ
っ
て
総
合
的
に
決
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
要
因

の
た
だ
一
つ
で
も
、
個
別
企
業
が
単
独
の
努
力
で
操
作
し
う
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
試
み
に
、
一
九
六
〇
年
末
の
各
州
失
業
基
金
額

を
一
瞥
す
れ
ば
、
最
高
の
二
．
一
ー
ヨ
ー
ク
州
の
約
九
億
九
千
万
ド
ル
よ
り
、
最
低
の
ア
ラ
ス
カ
州
の
約
四
百
八
十
万
ド
ル
ま
で
、
驚
く
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

き
偏
差
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
か
か
る
各
州
失
業
基
金
の
収
支
残
高
が
、
各
雇
主
に
た
い
す
る
経
験
料
率
の
採
否
を
基
本
的
に
左
右
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
そ
れ
は
各
州
の
産
業
立
地
や
失
業
分
布
の
格
差
、
失
業
保
険
州
法
の
独
自
的
規
定
と
い
う
各
雇
主
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
え

ざ
る
要
因
に
よ
ワ
て
、
収
支
内
容
を
変
動
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
経
験
料
率
制
が
め
ざ
す
個
別
企
業
の
責
任
負
担
原
則
と
は
、

そ
の
制
度
的
な
仕
組
み
か
ら
み
れ
ば
、
責
任
な
き
と
こ
ろ
に
責
任
を
問
う
に
等
し
い
も
の
と
さ
え
極
言
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
（
8
）
q
■
の
’
ゆ
ξ
Φ
雲
o
剛
国
旨
覧
畠
目
。
暮
ω
①
9
一
域
芽
略
。
や
鼻
こ
窓
。
い
。
。
～
お
阜

　
（
9
）
ω
Q
。
巨
の
。
。
葺
芽
匪
α
巨
巳
ω
δ
『
＆
o
P
の
・
。
芭
ω
Φ
。
薮
一
蔓
閃
巳
一
〇
瓜
P
距
琶
募
一
の
馨
δ
菖
。
繊
ω
巷
覧
Φ
B
①
ヌ
一
8
ρ
や
一
命

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
一



第16表　失業補償税の四半期別

　　　徴収比　1948－60

1 H 皿 IV

％ ％ ％ ％
1948 23．0 25．7 24．9 26．4

1949 24．5 2．79 26．5 21．1

1950 26．5 27．0 25．7 208

1951 29．7 29．1 23．6 17．6

1952 29．8 28．9 23．3 18．0

1953 31．0 30．0 22．9 16．1

1954 30．8 29．5 22．9 16．8

1955 30．4 29．9 23．2 16．5

1956 31．9 30．4 21．9 158

1957 31．3 31．9 22．0 14．8

1958 33．1 30．1 21．7 15．1

1959 33．9 31．8 20．5 13．8

1960 36．1 31．6 19．8 12．5

わ
れ
て
い
た
が

下
す
る
に
い
た
っ
た
。

あ
げ
な
い
、

徴
税
額
の
大
半
は
調
達
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
、

と
く
課
税
基
準
が
個
人
年
収
三
〇
〇
〇
ド
ル
以
下
に
釘
付
け
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

収
だ
け
で
、

く
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
か
る
季
節
的
な
徴
税
額
の
偏
差
は
、
景
気
循
環
に
た
い
す
る
失
業
補
償
税
収
入
の
自
動
伸
縮
性
を
、
弱
め

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
経
験
料
率
制
に
お
け
る
税
率
算
定
方
式
、
な
ら
ぴ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州
失
業
基
金
額
か
ら
の
適
用
条
件
制
約
は
、
各
雇
主
の
メ
リ
ッ
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
じ
た
軽
減
税
率
の
実
施
を
、
制
度
的
に
保
証
し
え
な
く
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
か
り
で
な
く
、
す
す
ん
で
実
際
の
失
業
補
償
税
の
賦
課
状
態
を
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
干
の
数
字
例
か
ら
検
証
し
て
も
、
メ
リ
ッ
ト
制
の
理
念
と
現
実
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
背
離
は
か
な
り
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
、
各
年
度
の
失
業
補
償

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
の
具
体
的
な
徴
収
過
程
を
、
四
半
期
ご
と
の
徴
税
額
の
比
重
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
断
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
、
第
十
六
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
〇
年
代
末
に
は
、
各
四
半
期
．
こ
と
に
ほ
ぼ
均
等
な
徴
税
が
行

　
、
一
九
五
〇
年
代
中
葉
以
降
は
、
第
四
・
四
半
期
の
徴
税
額
は
第
一
・
四
半
期
の
そ
れ
の
半
分
か
ら
三
分
の
一
に
ま
で
低

　
　
　
　
通
常
第
四
・
四
半
期
が
賃
金
支
払
額
の
最
大
な
時
期
で
あ
る
の
に
、
一
番
大
き
な
所
得
か
ら
最
少
の
税
収
入
し
か

と
い
う
季
節
的
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
発
生
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
ほ
ぽ
第
一
お
よ
び
第
二
・
四
半
期
の
間
に
、
各
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
．
こ
と
に
強
化
の
一
途
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
傾
向
の
発
生
理
由
は
、
前
述
の
．
．
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
第
に
各
年
の
前
半
期
に
お
け
る
賃
金
支
払
税
の
徴

そ
の
年
度
ご
と
の
課
税
限
度
に
到
達
し
、
毎
年
の
総
賃
金
の
高
い
比
重
を
占
め
る
部
分
が
、
い
よ
い
よ
免
税
所
得
化
し
て
い



第17表　失業補償税率の年度別変動例

　　　　1959－61

州　　　　　名
　1959
　　率

59－60
業増減

　1960
　　率

60－61
業増減

　1961
　　率

％ ％ ％ ％ ％

カリフォルニア 2．04 十42 1．96 十18 1．88

コ　　ロ　　ラ　　ド O．45 十43 0．54 十10 1．13

デラ　ウ　ェ　ア 1．82 O 2．42 十25 1．98

フ　　ロ　　リ　ダ 1．49 十21 1．15 十29 1．53

イ　　リ　ノ　イ 1．06 十7 2．05 十25 2．07

ケンタッキー 2．35 十10 2．20 十16 2．12

メ　リーランド 2．15 十3 2．64 十9 3．07

ペンシノレバニア 2．69 一1 2．96 十19 3．23

バ　ー　ジ　ニ　ア 1．30 十6 0．87 十21 1．10

西バージニア 2．00 一13 2．70 十7 2．70

ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能

る
揚
合
が
少
く
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
失
業
補
償
税
負
担
を
各
年
の
全
生
産
過

程
に
均
等
に
配
分
し
え
な
い
こ
と
に
な
り
、
失
業
コ
ス
ト
の
公
平
な
生
産
者
へ

の
配
分
を
め
ざ
す
経
験
料
率
制
の
旗
印
に
、
論
理
的
な
支
持
を
一
そ
う
失
わ
せ

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
0
）
　
U
o
の
8
サ
8
■
9
f
℃
マ
曽
～
8
■
よ
り
再
編
成
の
上
、
徴
税
額
を
パ
ー
セ
ン

　
　
ト
比
に
算
出
。

　
つ
ぎ
に
、
失
業
補
償
税
の
徴
収
は
季
節
的
に
の
み
な
ら
ず
、
各
年
度
ご
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

も
か
な
り
恣
意
的
な
変
動
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
第
十
七
表
は
一
九
五
九
－

六
〇
年
の
景
気
上
昇
期
と
一
九
六
〇
1
六
一
年
の
景
気
下
降
期
を
と
り
、
こ
の

三
年
間
の
各
州
平
均
税
率
の
変
動
が
比
較
的
高
か
っ
た
十
州
を
、
任
意
に
抽
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
州
を
代
表
例
と
し
て
選
出
す
る
さ
い
に
は
、

各
州
の
産
業
分
布
や
失
業
分
布
の
地
域
別
特
色
を
考
慮
し
て
、
も
っ
と
適
当
な

具
体
例
の
選
別
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
税
率
の
特
徴
的
な
動
き
に
焦

点
を
む
け
る
必
要
上
、
さ
し
あ
た
り
表
に
掲
げ
た
十
州
の
み
を
暫
定
的
に
抽
出

す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
こ
の
抽
出
が
恣
意
的
で
あ
る
に
せ
よ
、
考
え
よ
う

に
よ
っ
て
は
表
示
の
十
州
中
に
は
、
耐
久
財
生
産
の
製
造
工
業
や
、
鉱
業
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四

う
な
斜
陽
産
業
を
管
轄
す
る
結
果
、
失
業
率
の
高
い
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
・
西
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
イ
リ
ノ
イ
な
ど
の
諸
州
も

ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
逆
に
農
業
、
食
料
品
生
産
、
石
油
採
掘
業
な
ど
の
中
心
地
帯
で
あ
る
た
め
、
失
業
率
の
低
い
州
に
か
ん
し
て
も
、
コ

ロ
ラ
ド
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
の
諸
州
の
．
こ
と
き
具
体
例
が
一
応
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
の
弁
明
も
、
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
、

と
も
か
く
も
第
十
七
表
に
も
ど
り
、
ま
ず
各
州
平
均
税
率
の
年
度
．
こ
と
の
変
動
幅
を
み
れ
ば
、
一
九
五
九
年
か
ら
六
〇
年
に
か
け
て
の
デ

ラ
ゥ
ェ
ァ
・
イ
リ
ノ
ィ
・
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
・
バ
ー
ジ
ニ
ァ
・
西
バ
ー
ジ
ニ
ア
各
州
の
税
率
、
な
ら
ぴ
に
一
九
六
〇
年
か
ら
六
一
年
に
い
た

る
コ
・
ラ
ド
・
デ
ラ
ウ
ェ
ア
・
フ
・
リ
ダ
・
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
・
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
な
ど
各
州
の
税
率
は
、
年
．
ご
と
の
不
安
定
性
を
明
示
し

て
い
る
。
そ
れ
は
後
述
の
よ
う
な
各
企
業
の
競
争
条
件
に
、
か
な
り
の
動
揺
を
も
た
ら
す
不
安
定
化
要
因
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

か
か
る
税
率
の
年
度
別
変
動
を
各
州
の
失
業
者
増
減
傾
向
と
対
比
す
る
た
め
、
第
十
七
表
で
は
各
州
に
お
け
る
失
業
保
険
加
入
者
の
週
平

均
失
業
数
を
基
礎
に
し
て
、
一
年
．
こ
と
に
生
ず
る
各
州
の
失
業
者
変
動
比
率
を
、
あ
わ
せ
概
算
し
て
お
い
た
。
税
率
の
高
低
と
失
業
の
増

減
と
の
相
関
関
係
を
問
う
た
め
に
は
、
既
述
の
タ
イ
ム
・
ラ
ッ
グ
の
問
題
や
、
三
年
前
後
の
期
間
を
平
均
化
し
た
税
率
算
定
指
標
の
問
題
、

な
ど
の
但
し
書
き
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
に
し
て
も
、
右
十
州
に
お
け
る
税
率
と
失
業
と
の
変
動
方
向
を
直
接
に
比
較
す
る
か
ぎ
り
、
た
と

え
ぱ
一
九
五
九
－
六
〇
年
の
景
気
上
昇
期
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
デ
ラ
ウ
ニ
ア
・
フ
ロ
リ
ダ
・
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
・

バ
ー
ジ
ニ
ァ
・
西
バ
ー
ジ
ニ
ア
諸
州
の
た
ど
っ
た
動
き
、
な
ら
ぴ
に
一
九
六
〇
1
六
一
年
に
か
け
て
の
景
気
下
降
過
程
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
i
、
西
バ
ー
ジ
ニ
ァ
諸
州
の
示
し
た
変
動
例
は
、
少
く
と
も
経
験
料
率
制
の
旗
印
、
す
な
わ
ち
失
業

増
門
税
率
上
昇
、
失
業
減
ほ
税
率
低
下
と
い
う
因
果
関
係
と
全
く
逆
行
す
る
現
象
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
反
性
を
説
明
す
る
要
因
は
、
右
記

の
但
し
書
き
に
ふ
く
ま
れ
て
い
よ
う
が
、
当
面
の
分
析
視
角
は
、
経
験
料
率
制
の
税
率
変
動
と
企
業
の
メ
リ
ソ
ト
変
化
と
の
現
実
的
対
応



第18表　適用税率別の雇主数

雇　主 最低税 最高税
総　数 率適用 率適用

7，522 519 4797ン

605 13 403

2，167 38 1，758

199 18 96

693 118 103

1050， 113 259

1，440 179 411

ミズリー（1959）

最高税
率適用

467

　2

　108

　40

4
2
1
3

最低税
率適用

277

　0

　12

　11

　166

　51

　70

主
数
6
3
1
9
1
2
5
6

　
　
の
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　

雇
総
　
2

385

257

481

業産

建築請負
繊維製品

衣服製造

木材加工
印　　刷

機　　械
自動車運送

ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能 関

係
を
、
可
視
的
な
姿
で
例
証
し
う
る
か
否
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
か
か
る
年

度
ご
と
の
税
率
と
失
業
実
績
と
の
非
連
関
性
は
、
各
雇
主
の
実
践
的
な
感
覚
よ
り
み
れ
ば
、

メ
リ
ソ
ト
制
の
原
理
を
、
実
際
の
体
験
か
ら
は
確
認
し
が
た
い
も
の
と
み
な
す
こ
と
に
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
1
1
）
d
。
の
’
卑
蓉
農
o
団
昌
Φ
O
①
霧
戸
β
8
一
鼻
・
」
8
ω
”
や
い
。
9
一
8
鯉
8
，
賠
一
～
N
｝

　
　
一
8
ザ
℃
や
ミ
O
～
謎
9
お
ひ
O
｝
や
b
D
O
Q
P
よ
り
合
成
な
ら
ぴ
に
算
出
Q

　
さ
ら
に
、
経
験
料
率
制
の
数
字
的
再
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
各
州
の
産
業
別
税
率
の
格

差
を
展
望
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
み
ら
れ
る
が
、
州
ご
と
の
個
別
資
料
入
手
上
の
制
約
か

ら
、
低
失
業
州
と
し
て
の
ミ
ズ
リ
ー
州
と
高
失
業
州
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
だ
け

に
つ
い
て
、
か
ぎ
ら
れ
た
産
業
を
選
出
し
、
最
低
お
よ
び
最
高
税
率
を
適
用
さ
れ
た
雇
主

　
　
　
　
　
（
聡
）

数
を
、
第
十
八
表
か
ら
比
較
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
ミ
ズ
リ
ー
州
か
ら
検
討
す
れ
ば
、

建
築
・
繊
維
・
衣
服
・
木
材
の
よ
う
な
高
度
に
競
争
的
な
産
業
で
は
、
最
高
税
率
三
・

O
％
を
適
用
さ
れ
る
雇
主
数
が
、
最
低
税
率
0
・
○
％
の
免
税
下
に
あ
る
雇
主
数
を
、
は

る
か
に
凌
駕
し
て
お
り
、
逆
に
印
刷
・
機
械
・
自
動
車
運
送
な
ど
の
諸
産
業
で
は
、
適
用

税
率
が
相
対
的
に
低
い
こ
と
を
推
測
で
き
る
。
も
し
こ
こ
に
、
ガ
ス
や
電
力
な
ど
の
公
益

事
業
・
通
信
業
・
銀
行
業
・
新
聞
業
の
．
こ
と
き
独
占
的
性
格
の
つ
よ
い
諸
産
業
の
資
料
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
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二
二
六

入
手
し
う
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
へ
の
適
用
税
率
は
、
さ
ら
に
低
い
も
の
と
予
想
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
を
み
れ
ば
、
競
争
的
産
業
に
つ
い
て
は
最
高
税
率
三
・
O
％
の
適
用
企
業
数
が
、
最
低
税
率
O
・
三
％
の
適
用
企
業
数
よ
り
は
る

か
に
多
く
、
ミ
ズ
リ
ー
州
と
全
く
同
じ
傾
向
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
比
較
的
に
雇
用
安
定
度
の
高
い
機
械
製
造
業
（
電
気
機

器
を
除
く
）
な
ど
も
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
全
体
の
高
失
業
率
に
影
響
さ
れ
て
、
最
高
税
率
を
適
用
さ
れ
る
雇
主
数
の
比
重
が
増
大
し

て
い
る
け
れ
ど
も
、
最
高
税
率
適
用
者
が
最
低
税
率
適
用
者
を
凌
駕
す
る
程
度
は
、
競
争
的
産
業
に
く
ら
べ
る
と
限
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ

ず
、
安
定
的
な
大
規
模
産
業
の
低
率
課
税
と
い
う
趨
勢
は
、
な
お
認
識
し
う
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貧
し
き
資
料
的
例
証
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

レ
ス
タ
ー
に
な
ら
っ
て
一
般
的
規
定
に
飛
躍
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
経
験
料
率
制
に
も
と
づ
く
各
企
業
へ
の
適
用
税
率

は
、
雇
用
安
定
的
産
業
と
雇
用
変
動
的
産
業
、
独
占
的
産
業
と
競
争
的
産
業
、
労
働
節
約
的
産
業
と
労
働
充
用
的
産
業
、
成
長
産
業
と
斜

陽
産
業
、
高
賃
金
産
業
と
低
賃
金
産
業
、
の
相
互
間
に
顕
著
な
産
業
別
格
差
を
と
も
な
う
と
帰
結
さ
れ
よ
う
。
雇
用
安
定
度
・
労
働
節
約

性
・
独
占
性
の
点
で
優
位
を
し
め
る
大
規
模
産
業
は
、
大
局
的
に
み
て
失
業
補
償
税
率
の
低
率
適
用
の
恩
典
に
浴
す
る
の
に
た
い
し
て
、

不
安
定
性
と
労
働
充
用
度
の
高
い
競
争
的
産
業
は
、
失
業
補
償
税
の
転
嫁
の
可
能
性
も
乏
し
い
上
に
、
相
対
的
に
高
率
の
税
負
担
を
賦
課

さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
州
議
会
や
雇
主
団
体
へ
の
プ
レ
ソ
シ
ャ
ー
は
、
小
規
模
な
不
安
定
産
業
の
行
使
し
う
る
と
こ
ろ
で
は
な

く
、
主
と
し
て
経
験
料
率
制
の
経
済
的
恩
恵
を
堅
持
し
よ
う
と
す
る
大
規
模
産
業
の
雇
主
た
ち
は
、
州
営
失
業
保
険
の
立
法
過
程
を
コ
ン

ト
・
ー
ル
し
て
、
失
業
補
償
の
税
負
担
を
弱
小
産
業
に
転
嫁
し
よ
う
と
す
る
有
様
で
あ
る
。
そ
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
は
、
一
九
五
〇
年
代

後
半
以
降
の
高
率
失
業
の
累
積
に
と
も
な
い
、
失
業
保
険
財
政
の
規
模
拡
大
の
た
め
に
、
ア
イ
ク
政
権
や
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
に
よ
り
再
三
提

案
さ
れ
た
課
税
基
準
の
三
〇
〇
〇
ド
ル
以
上
へ
の
引
き
上
げ
も
、
各
州
議
会
で
は
抵
と
ん
ど
無
視
さ
れ
、
支
配
的
な
雇
主
群
は
課
税
基
準



増
額
に
よ
る
全
雇
主
の
均
等
な
負
担
増
加
を
回
避
し
て
、
む
し
ろ
失
業
発
生
実
績
の
高
い
特
定
雇
主
層
へ
の
税
率
引
き
上
げ
に
の
み
、
活

路
を
も
と
め
る
こ
と
を
提
唱
す
る
始
末
な
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
経
験
料
率
制
が
雇
用
安
定
化
へ
の
刺
戟
に
な
る
と
の
大
義
名
分
論
は
、

雇
用
不
安
定
的
な
産
業
へ
税
負
担
を
し
わ
よ
せ
す
る
効
果
を
は
た
す
ば
か
り
で
な
く
、
少
く
と
も
そ
の
税
率
操
作
は
、
雇
主
個
人
の
制
御

し
え
ざ
る
特
定
産
業
に
内
在
的
な
原
因
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
制
度
は
各
雇
主
の
メ
リ
ソ
ト
や
責
任
だ
け
を
反
映
す
る
も
の

と
は
断
じ
て
い
い
え
な
い
。

　
（
1
2
）
　
U
Φ
ω
器
ひ
o
や
o
一
f
や
訟
。

　
（
1
3
）
　
H
げ
箆
‘
弓
や
ひ
鈎
蕊
～
♪
刈
o
o
～
O
幅
B
～
一
〇
一
●

　
以
上
に
よ
り
、
失
業
補
償
税
の
各
企
業
に
た
い
す
る
雇
用
安
定
化
機
能
な
る
も
の
が
、
論
理
的
・
制
度
的
・
統
計
的
な
再
吟
味
に
よ
れ

ば
、
首
肯
し
が
た
い
主
張
で
あ
っ
た
こ
と
を
み
た
。
経
験
料
率
制
の
企
業
安
定
化
効
果
を
め
ぐ
る
論
議
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
企
業
の
競
争

条
件
と
の
関
連
分
析
が
、
な
お
検
討
を
要
す
る
問
題
点
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
の
発
足
当
初
に
お
い
て
は
、

全
国
均
一
の
連
邦
失
業
補
償
税
の
賦
課
と
、
そ
の
九
〇
％
ま
で
の
相
殺
条
項
と
に
よ
っ
て
、
各
州
の
失
業
保
険
法
制
定
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
全
雇
主
が
州
営
失
業
保
険
の
有
無
に
よ
っ
て
、
そ
の
州
際
競
争
条
件
の
均
等
性
を
破
壊
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
意
図
も

　
　
　
　
　
（
M
）

と
も
な
っ
て
い
た
。
一
九
三
八
年
よ
り
四
八
年
に
い
た
る
間
の
経
験
料
率
制
の
全
国
的
普
及
は
、
こ
の
意
図
を
無
効
な
ら
し
め
る
主
要
な

一
因
と
な
り
、
同
一
産
業
に
た
い
す
る
失
業
補
償
税
率
の
州
別
格
差
は
、
と
く
に
州
際
競
争
へ
の
関
心
を
も
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
州

別
税
率
格
差
は
前
述
の
と
お
り
、
各
州
の
失
業
率
と
州
営
失
業
保
険
の
適
用
範
囲
・
受
給
資
格
・
給
付
単
価
・
支
給
期
間
・
税
率
算
定
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

式
．
失
業
基
金
総
額
に
か
ん
す
る
諸
規
定
の
相
違
に
由
来
す
る
。
そ
れ
ら
の
総
合
的
な
所
産
と
し
て
、
第
十
九
表
の
よ
う
な
各
州
平
均
税

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七
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二
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
の
分
布
状
態
が
う
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
一
歩
す
す
ん
で
、
各
州
内
部
に
お
け
る
産
業
別
税

率
－

　
税
9
6
　
　
　
　
　
　
　
率
の
具
体
相
を
と
ら
え
る
こ
と
が
、
州
相
互
間
競
争
の
問
題
へ
接
近
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
が
、

　
均
－
平
慌
　
　
　
さ
し
あ
た
り
そ
の
資
料
は
前
掲
の
第
＋
八
表
か
ら
、
限
定
さ
れ
た
形
で
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
．

鴇
　
　
　
　
と
も
か
く
も
推
測
し
う
る
実
際
上
の
税
率
難
は
、
第
＋
九
表
の
州
別
平
均
格
差
の
内
部
に
、
第

鋤
　
　
　
　
＋
八
表
の
産
業
別
格
差
が
付
加
さ
れ
、
そ
の
上
に
ま
た
同
差
業
内
部
ξ
、
最
低
率
o
．
三
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
最
高
率
三
・
○
％
に
ま
で
、
雇
主
別
の
格
差
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
同
一
産
業
．

同
一
業
種
の
州
際
競
争
条
件
の
不
均
等
性
は
、
全
面
的
に
こ
こ
で
は
明
示
し
え
な
い
と
し
て
も
、
か
り
に
第
十
八
表
の
同
一
州
内
．
同
一

産
業
内
の
雇
主
別
税
率
格
差
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
最
高
と
最
低
の
間
に
は
税
率
に
一
〇
倍
以
上
の
相
違
が
あ
り
、
ま
た
十
九
表
の
最
低
率

O
・
六
五
％
と
最
高
率
三
・
二
三
％
と
の
格
差
を
借
用
し
て
も
、
税
率
に
は
五
倍
の
開
き
が
あ
る
。
経
験
料
率
制
が
同
一
産
業
の
州
際
競
争

条
件
に
お
よ
ぼ
す
衝
撃
の
程
度
は
、
と
も
か
く
も
想
像
す
る
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
4
）
U
。
警
9
0
や
。
F
署
’
o
。
q
～
N
甲

　
（
1
5
）
　
望
ψ
国
畦
雷
仁
亀
跨
o
O
窪
ω
＝
¢
o
や
9
£
這
訟
｝
や
8
0
・
よ
り
編
成
。

　
か
か
る
個
別
企
業
へ
の
適
用
税
率
の
格
差
が
、
州
際
競
争
条
件
に
た
い
し
て
作
用
す
る
現
実
的
な
影
響
力
の
大
小
は
、
失
業
補
償
税
の

転
嫁
の
可
能
性
に
も
依
存
し
て
い
る
。
失
業
補
償
税
の
消
費
者
へ
の
前
転
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
は
、
各
産
業
の
独
占
性
と
競
争
性
の
程

度
に
よ
っ
て
異
る
。
ま
た
、
税
負
担
の
労
働
者
へ
の
後
転
は
、
と
く
に
当
該
産
業
の
労
働
組
合
の
団
体
交
渉
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
可
能
性

を
左
右
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
前
提
条
件
を
設
定
し
た
枠
内
で
、
さ
ら
に
失
業
補
償
税
の
転
嫁
性
を
判
断
す
れ
ば
、
こ
の
税
は
他
の

税率区分 州　数
％ 州

0．65－0．99 4
1．00－1．49 18

1．50－1．99 10

2．00－2．70 13

2．71－3．23 6



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賂
）

社
会
保
障
税
と
対
比
す
る
か
ぎ
り
、
相
対
的
に
転
嫁
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
帰
結
し
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
老
齢
者
・
遺
族
・
擁
疾
保
険
税
の
，
こ
と
く
、
全
雇
主
が
均
等
税
率
を
賦
課
さ
れ
る
の
と
異
な
っ
て
、
失
業
補
償
税
は
経
験
料

率
制
に
よ
り
雇
主
．
こ
と
に
税
率
が
相
違
す
る
た
め
、
そ
の
税
負
担
は
個
別
企
業
の
利
潤
か
ら
徴
収
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
揚
合
が
多
く
な
る

で
あ
ろ
う
。
同
様
の
可
能
性
は
、
す
で
に
第
十
七
表
を
め
ぐ
っ
て
説
明
し
た
よ
う
な
税
率
の
年
度
．
こ
と
の
格
差
か
ら
も
生
ず
る
。
年
麦
の

税
率
に
大
幅
な
落
差
や
不
安
定
性
が
と
も
な
う
か
ぎ
り
、
失
業
補
償
税
負
担
を
消
費
者
価
格
に
転
嫁
さ
せ
る
道
は
、
せ
ば
め
ら
れ
る
は
ず

だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
失
業
補
償
税
が
か
な
り
転
嫁
の
可
能
性
を
欠
く
と
仮
定
し
て
、
個
別
企
業
に
た
い
す
る
こ
の
社
会
的
負
担

額
は
、
い
か
な
る
程
度
の
も
の
か
に
つ
い
て
も
、
概
観
的
な
推
定
を
加
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
特
定
の
州
に
お
け
る
特
定

の
個
別
企
業
に
は
、
競
争
関
係
に
あ
る
他
企
業
と
く
ら
べ
て
五
倍
か
ら
十
倍
以
上
の
税
負
担
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
う
る
け
れ
ど
も
、
ご

く
平
均
的
な
数
量
だ
け
か
ら
み
れ
ば
、
前
掲
の
第
十
二
表
に
お
け
る
課
税
基
準
賃
金
額
と
全
賃
金
支
払
額
と
の
比
率
が
、
一
九
六
〇
年
こ

ろ
に
は
大
体
六
〇
％
前
後
で
あ
る
数
字
、
ま
た
第
十
一
表
で
示
し
た
全
国
平
均
税
率
が
二
％
く
ら
い
で
あ
る
数
字
を
前
提
し
、
そ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

積
に
た
い
し
て
、
さ
ら
に
各
企
業
の
賃
金
コ
ス
ト
を
か
り
に
全
生
産
コ
ス
ト
の
三
分
の
二
で
あ
る
と
仮
定
し
た
数
字
を
乗
ず
る
な
ら
ば
、

個
別
企
業
の
生
産
費
に
た
い
す
る
失
業
補
償
税
負
担
の
比
率
は
、
一
％
以
下
の
数
値
に
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
値
は
、
失
業
補

償
税
負
担
が
す
べ
て
転
嫁
さ
れ
な
い
と
い
う
仮
定
の
も
と
で
の
推
算
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
実
際
上
個
別
企
業
の
州
際
競
争
条
件

に
た
い
し
て
、
失
業
保
険
税
の
お
よ
ぽ
す
不
均
等
化
作
用
は
、
か
な
り
無
視
し
う
る
大
き
さ
と
推
断
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
6
）
　
び
o
ω
＄
眞
o
b
■
9
け
こ
弓
や
9
～
α
M
、

　
（
1
7
）
　
H
び
崔
‘
や
ひ
o
o
，

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九
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一
四
〇

五
　
要
約
と
補
足

　
以
上
の
叙
述
で
は
、
ア
メ
リ
カ
失
業
補
償
制
度
が
国
民
経
済
や
企
業
に
お
よ
ぼ
す
経
済
安
定
化
機
能
と
そ
の
限
界
と
を
さ
ぐ
る
た
め
に
、

ま
ず
、
失
業
保
険
給
付
支
出
の
も
つ
景
気
変
動
補
整
的
機
能
か
ら
出
発
し
、
こ
の
要
因
が
自
動
安
定
装
置
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
つ
つ

あ
る
大
局
的
な
傾
向
と
と
も
に
、
制
度
的
な
面
に
お
け
る
給
付
単
価
・
支
給
期
間
・
適
用
範
囲
、
受
給
資
格
の
規
定
不
備
か
ら
、
き
わ
め

て
限
定
さ
れ
た
経
済
的
効
果
し
か
期
待
で
き
な
い
実
状
を
指
摘
し
た
。
失
業
保
険
給
付
支
出
の
景
気
循
環
相
殺
的
効
果
と
は
、
た
ん
に
フ

ィ
ス
カ
ル
・
ポ
リ
シ
ー
論
者
の
理
論
的
興
味
の
枠
内
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
と
く
に
一
九
五
七
－
五
八
年
な
ら
ぴ
に
一
九
六
〇
ー
六

一
年
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
さ
い
し
て
は
、
ま
さ
に
実
践
的
意
義
を
高
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ぱ
一
九
五
九
年
一
月

大
統
領
が
議
会
に
送
っ
た
経
済
報
告
で
も
、
同
じ
く
ま
た
一
九
六
一
年
一
月
に
不
況
の
ど
ん
底
で
提
出
さ
れ
た
大
統
領
の
経
済
報
告
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

失
業
補
償
支
出
の
制
度
的
改
善
に
よ
る
購
買
力
の
維
持
が
提
唱
さ
れ
た
事
実
か
ら
、
確
認
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
か
か
る
失
業
保
険

給
付
支
出
の
自
動
伸
縮
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
実
践
的
要
請
に
、
と
り
あ
え
ず
解
答
す
べ
き
現
実
的
な
修
正
策
と
し
て
、
最
高
給
付
単
価

の
引
き
上
げ
、
支
給
期
間
の
延
長
、
受
給
者
数
の
拡
大
、
再
訓
練
計
画
の
編
入
の
ご
と
き
方
策
も
、
行
論
の
過
程
で
言
及
し
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
対
症
療
法
の
域
を
出
な
い
提
案
で
さ
え
、
各
州
失
業
保
険
制
度
へ
た
だ
ち
に
導
入
さ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
現
状
で
あ
る
。
し
か

も
、
か
か
る
局
部
的
な
修
正
策
の
積
み
重
ね
が
実
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
デ
ュ
ー
ゼ
ン
ベ
リ
ー
た
ち
が
五
〇
年
代
末
に
お

こ
な
っ
た
推
計
に
も
あ
る
よ
う
に
、
か
り
に
失
業
保
険
給
付
支
出
総
額
の
四
〇
％
増
加
を
仮
定
し
て
も
、
な
お
経
済
安
定
化
効
果
の
改
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
、
控
え
目
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。



　
（
－
）
邑
8
8
註
。
閑
ε
。
詳
。
眺
跨
。
ギ
・
匿
①
鼻
窪
き
の
巨
ぎ
q
ε
爵
。
0
8
α
q
霧
塑
ず
ロ
轟
蔓
N
ρ
誤
担
≦
器
匡
口
讐
。
p
ま
P
サ
軌
分

　
　
H
σ
箆
こ
冒
ロ
β
貧
曳
一
〇
〇
讐
一
8
ど
≦
騨
o
o
巨
旨
α
Q
ε
P
一
8
一
”
や
訟
■

　
（
2
）
困
。
富
旨
》
■
婁
9
日
げ
①
国
8
8
巨
3
・
胤
9
お
ヨ
b
一
。
｝
ヨ
①
暮
O
・
巨
b
霧
＆
。
p
牢
ぼ
8
8
p
一
8
鯉
や
貫

　
つ
ぎ
に
、
失
業
補
償
税
収
入
の
景
気
循
環
補
整
的
効
果
に
か
ん
す
る
本
稿
の
叙
述
で
は
、
税
源
を
規
定
す
る
被
保
険
者
数
が
、
不
十
分

な
が
ら
も
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
た
た
め
に
、
他
の
税
源
規
定
要
因
と
し
て
の
課
税
基
準
賃
金
額
、
な
ら
ぴ
に
税
率
を
左
右
す
る
経
験
料

率
制
が
、
い
ち
じ
る
し
い
景
気
変
動
加
速
的
効
果
を
内
蔵
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
後
者
の
効
果
が
主
と
し
て
被
保
険
者
数
の

景
気
感
応
性
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
税
収
入
総
額
の
動
き
で
は
、
微
弱
な
が
ら
も
自
動
安
定
装
置
ら
し
き
効
果
を
み
と
め
え
た
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
経
験
料
率
制
と
非
伸
縮
的
な
課
税
基
準
と
に
規
定
さ
れ
る
失
業
補
償
税
収
入
は
、
他
の
租
税
が
ビ
ル
ト
・
イ
ン
・
ス
タ
ビ
ラ
イ

ザ
ー
と
し
て
の
役
割
を
は
た
す
揚
合
と
、
ま
さ
に
対
照
的
で
逆
行
的
な
変
動
傾
向
を
た
ど
っ
て
お
り
、
失
業
補
償
税
の
景
気
補
整
的
な
潜

勢
力
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
メ
リ
ッ
ト
制
と
は
対
立
的
な
安
定
税
率
の
維
持
、
な
ら
び
に
課
税
基
準
の
大
幅
上
昇
が
不
可
欠
と
な
る
の

で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
漸
進
的
な
対
症
療
法
に
近
い
か
の
．
こ
と
く
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
経
験
料
率
制

と
課
税
基
準
の
手
な
お
し
に
は
、
雇
主
陣
営
か
ら
の
巨
大
な
抵
抗
が
と
も
な
う
の
も
必
至
で
あ
る
。
両
要
因
の
背
後
に
は
、
雇
用
安
定
的

な
大
規
模
産
業
と
労
働
充
用
的
な
小
規
模
産
業
と
の
経
済
的
利
害
が
交
錯
し
あ
っ
て
お
り
、
州
議
会
へ
の
圧
力
に
ま
さ
る
大
企
業
は
、
経

験
料
率
制
を
堅
持
し
て
失
業
税
負
担
を
弱
小
不
安
定
企
業
に
転
嫁
す
る
と
と
も
に
、
一
九
三
九
年
制
定
以
来
の
課
税
基
準
額
を
固
執
し
て
、

全
雇
主
へ
の
均
等
な
失
業
税
負
担
増
加
を
拒
否
し
て
き
て
い
る
。
経
験
料
率
制
は
「
理
論
的
に
は
弁
護
の
余
地
が
な
い
け
れ
ど
も
、
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
は
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
」
と
い
う
よ
う
な
「
現
実
的
」
表
現
が
流
行
し
た
り
、
他
方
に
お
け
る
課
税
基
準
に
つ
い
て
も
、
ア
イ
ク
お

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
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一
四
二

よ
ぴ
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
か
ら
再
三
に
わ
た
る
引
き
上
げ
提
案
が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
各
州
法
の
伝
統
的
な
殻
を
打
破

し
え
な
い
ま
ま
で
あ
る
の
は
、
右
の
ご
と
き
雇
主
利
害
の
根
づ
よ
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
諸
外
国
で
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
労
働
者

の
拠
出
制
さ
え
、
雇
主
側
は
経
験
料
率
制
へ
の
原
則
的
な
変
更
を
防
ぐ
意
味
か
ら
、
ま
た
失
業
保
険
の
制
度
や
運
営
に
労
働
者
の
発
言
を

　
　
　
　
　
（
5
）

封
じ
る
必
要
か
ら
、
頑
強
に
採
用
を
拒
否
す
る
有
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
失
業
補
償
税
収
入
に
自
動
安
定
化
効
果
を
拡
大
す
る
道
は
、

容
易
に
開
拓
さ
れ
が
た
い
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　
（
3
）
）
o
巨
ρ
↓
畦
旨
色
｝
o
，
≧
浮
自
≦
崖
一
舘
轟
勲
国
鷺
一
■
9
①
一
“
国
8
8
巨
。
琶
自
ω
o
。
巨
の
①
。
ロ
葺
ど
客
ざ
一
3
ざ
や
8
刈
●

　
（
4
）
　
経
験
料
率
制
が
原
理
的
に
は
支
持
す
ぺ
き
理
由
を
欠
く
け
れ
ど
も
、
実
際
上
は
採
用
可
能
な
方
策
と
み
る
主
張
は
多
い
。
（
R
■
■
、
ロ
暮
げ
巳
一
9

　
　
鎮
も
や
葺
■
も
や
b
。
5
嵩
’
■
裟
8
・
や
鼻
；
や
一
穽
≦
一
一
夢
ヨ
国
診
雪
簿
≦
菩
畦
い
O
o
富
p
の
o
。
巨
ω
g
畦
芽
”
＝
o
日
霧
8
9

　
　
一
8
ρ
や
N
8
。
）

　
（
5
）
U
婁
。
」
○
や
。
F
や
一
〇
〇
■

　
さ
ら
に
、
右
の
．
こ
と
き
雇
主
利
害
を
背
景
に
も
つ
経
験
料
率
制
は
、
し
ば
し
ば
各
企
業
の
雇
用
安
定
化
機
能
を
積
極
的
に
果
す
と
み
な

さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
の
失
業
補
償
制
度
の
機
能
分
析
は
、
こ
の
制
度
の
も
つ
有
効
需
要
補
整
効
果
よ
り
、
す
す
ん
で
企
業
経
営
へ
の

安
定
化
効
果
に
も
再
検
討
を
加
え
た
。
私
見
に
よ
る
そ
の
効
果
分
析
は
、
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
経
験
料
率
制
に
よ
る

各
企
業
の
適
用
税
率
と
、
各
雇
主
の
メ
リ
ッ
ト
や
個
人
的
責
任
と
は
、
制
度
的
に
も
統
計
的
に
も
、
相
関
関
係
を
正
確
に
認
識
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
む
し
ろ
メ
リ
ッ
ト
制
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
は
、
雇
用
不
安
定
的
な
雇
主
層
へ
税
負
担
を
し
わ
よ
せ
す
る
、
と
い
う
効
果
を

ね
ら
う
特
定
雇
主
層
の
経
済
的
利
害
を
、
楯
の
反
面
に
か
く
す
も
の
と
み
ら
れ
た
。
こ
こ
に
、
経
験
料
率
制
と
低
課
税
基
準
を
支
持
す
べ



き
論
理
は
、
こ
の
制
度
の
い
わ
ゆ
る
企
業
安
定
化
機
能
の
旗
印
か
ら
も
、
発
見
し
う
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
州
営

失
業
保
険
の
如
何
な
る
制
度
修
正
策
が
、
企
業
の
雇
用
安
定
化
機
能
を
発
揮
す
る
か
、
と
い
う
設
問
が
な
お
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
の
解
答
も
ま
た
否
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
雇
用
の
安
定
性
の
有
無
や
失
業
の
発
生
原
因
は
、
ほ
と
ん
ど
個
別
企
業
の
単
独
責
任
で
、

制
御
し
う
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
各
州
の
個
別
的
な
統
計
資
料
を
入
手
し
え
な
い
不
備
を
の
こ
し
な
が
ら
も
、
失
業
補
償
税
率

と
各
個
別
企
業
活
動
と
の
機
能
的
な
直
結
関
係
を
、
断
ち
き
ろ
う
と
す
る
試
み
が
、
本
稿
の
末
尾
の
論
点
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

ほ
か
、
失
業
補
償
の
支
出
面
や
収
入
面
を
め
ぐ
る
検
討
に
さ
い
し
て
、
一
そ
う
抜
本
的
な
制
度
的
改
革
案
、
す
な
わ
ち
連
邦
最
低
基
準
の

設
定
、
連
邦
補
助
金
制
の
拡
大
、
連
邦
再
保
険
制
の
創
設
な
ど
、
し
ば
し
ば
理
想
論
に
近
い
も
の
と
し
て
、
提
唱
と
黙
殺
と
を
く
り
か
え

さ
れ
て
き
た
幾
多
の
修
正
案
に
も
、
若
干
の
紙
幅
を
さ
い
て
お
い
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
州
営
失
業
保
険
の
牙
城
に
連
邦
制
の
浸
透
が

は
じ
ま
る
や
否
や
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
連
邦
と
州
の
政
治
的
・
経
済
的
関
係
か
ら
い
っ
て
熱
狂
的
な
反
抗
も
累
進
的
に
生
ず
る
で
あ

ろ
う
し
、
ま
た
失
業
税
負
担
の
削
減
競
争
に
の
み
走
る
雇
主
層
か
ら
、
州
営
制
を
死
守
せ
ん
と
す
る
州
議
会
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
高
ま

る
に
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
姉
妹
篇
に
お
い
て
帰
結
し
た
よ
う
に
、
近
き
将
来
の
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
か
ら
は
、
せ
い
ぜ

い
局
部
的
な
対
症
療
法
の
出
現
し
か
の
ぞ
み
え
ず
、
そ
の
失
業
者
個
人
に
た
い
す
る
生
活
保
障
機
能
の
弱
体
性
は
依
然
と
し
て
継
承
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
し
、
当
面
の
経
済
安
定
化
機
能
の
拡
大
に
つ
い
て
も
、
お
そ
ら
く
控
え
目
な
水
準
に
止
ま
る
と
推
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

、
つ
o

ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
経
済
安
定
化
機
能

、

一
四
三




